
さ ぎ
り

広
  報

平
成
2
2
年

a
sa
g
iri

5
月
号

あ
目
次

乱
切
り
は
、ゴ
ボ
ウ
を
回
し
な
が
ら
ね
！

　
　
　
　
　
上
中
学
校
郷
土
料
理
実
習

（
関
連
記
事
1
3
ペ
ー
ジ
）

p.2
-3
	

平
成
2
2
年
度
施
政
方
針

p.4
-7
	

平
成
2
2
年
度
当
初
予
算

p.8
-1
1
	
職
員
・
教
職
員
の
異
動
、
課
の
配
置
が
変
更

p.1
4
	

2
0
0
1
年
愛
の
手
紙

p.1
6
-1
9
	
あ
さ
ぎ
り
中
学
校
開
校
準
備
委
員
会
か
ら
の
お
知
ら
せ



広　報　あ　さ　ぎ　り

2

　

平
成
19
年
４
月
に
町
長
就
任
後
、
町
長
給
料
の
20
％

削
減
、
小
学
校
６
年
生
ま
で
の
医
療
費
無
料
化
、
企
業

誘
致
活
動
の
重
点
的
な
取
り
組
み
、
透
明
性
の
高
い
入

札
の
実
施
、光
通
信
網
に
よ
る
基
盤
整
備
に
取
り
組
み
、

こ
れ
ま
で
の
懸
案
事
項
で
あ
っ
た
駅
前
開
発
や
中
学
校

統
合
の
方
向
性
の
決
定
を
行
う
と
と
も
に
、
事
業
執
行

に
あ
た
っ
て
、
民
間
企
業
の
経
験
を
活
か
し
な
が
ら
経

費
の
節
減
に
努
め
て
き
た
と
こ
ろ
で
す
。

  

特
に
昨
年
度
は
、
国
の
臨
時
交
付
金
に
よ
り
通
常
の

補
助
事
業
で
対
応
で
き
な
い
農
業
基
盤
整
備
や
農
業
機

械
の
導
入
支
援
、
経
済
対
策
関
連
事
業
を
行
う
と
と
も

に
、
将
来
の
雇
用
に
つ
な
が
る
施
策
や
緊
急
的
な
雇
用

に
つ
な
が
る
施
策
を
中
心
と
し
た
雇
用
悪
化
に
対
応
す

る
取
り
組
み
を
行
い
ま
し
た
。

　

年
々
減
少
す
る
職
員
数
の
中
で
、
山
積
す
る
町
の
課

題
に
対
応
し
て
い
く
た
め
に
、
住
民
の
方
々
が
分
か
り

や
す
く
、
利
便
性
の
向
上
が
図
れ
る
よ
う
に
組
織
の
改

革
を
行
い
ま
す
。

　３月９日に開会しました平成 22 年第１回あさぎり町
議会定例会で愛甲町長が述べた施政方針を抜粋・要約し
たものを掲載しております。
　詳しくはあさぎり町ホームページをご覧ください。

あさぎり町ホームページ
　http://www.asagiri-town.net/

 

こ
れ
ま
で
取
り
組
ん
で
き
た
状
況

 

　
組
織
の
改
編

「
若
者
が
地
元
で
元
気
に
活
動
し
、

　
　
　

生
活
で
き
る
町
を
目
指
し
て
」

〜
平
成
22
年
度
施
政
方
針
〜



広　報　あ　さ　ぎ　り

3

１
．
健
康
に
つ
い
て
の
取
り
組
み

　

大
き
く
変
化
し
て
い
く
社
会
情
勢
の
中
で
、
生
き
が

い
を
も
っ
た
生
活
を
す
る
た
め
に
健
康
は
な
く
て
は
な

ら
な
い
も
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　
『
健
康
な
心
と
身
体
』
を
つ
く
り
、
仕
事
を
は
じ
め

と
す
る
生
き
が
い
を
も
っ
て
生
活
す
る
こ
と
は
、
医
療

費
抑
制
の
面
か
ら
も
重
要
な
対
策
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
中
で
、
平
成
21
年
度
は
、
国
民
健
康
保

険
税
の
税
率
改
定
を
行
い
、
住
民
の
方
々
の
負
担
増
を

や
む
を
得
ず
実
施
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
が
、
今
後

も
急
速
な
医
療
費
の
増
加
は
避
け
ら
れ
な
い
状
況
と
見

込
ま
れ
ま
す
。

　

こ
の
た
め
、
生
涯
現
役
で
、
生
き
が
い
を
も
っ
た
生

活
を
行
う
と
と
も
に
、
医
療
費
抑
制
の
面
か
ら
も
、
も

う
一
歩
進
ん
だ
健
康
づ
く
り
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま

す
。

２
．
若
者
の
結
婚
対
策
と

　
　

後
継
者
育
成
の
取
り
組
み

　

産
業
の
振
興
や
雇
用
の
場
の
確
保
に
努
め
て
き
た
と

こ
ろ
で
す
が
、
地
域
の
活
力
の
た
め
に
も
、
若
者
が
定

住
で
き
る
よ
う
な
環
境
の
整
備
が
必
要
と
考
え
ま
す
。

　

特
に
結
婚
し
て
い
な
い
若
者
の
存
在
は
、
地
域
の
活

力
を
考
え
る
と
き
に
、
大
き
な
課
題
と
し
て
認
識
し
て

お
り
、
こ
れ
ま
で
の
取
り
組
み
を
参
考
に
し
、
更
に
踏

み
込
ん
で
粘
り
強
く
継
続
的
な
事
業
を
し
な
が
ら
、
真

剣
に
結
婚
し
た
い
と
考
え
る
人
が
結
婚
で
き
る
よ
う
対

策
を
図
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

　

こ
れ
に
加
え
、
後
継
者
の
育
成
は
町
と
し
て
重
要
な

責
務
で
あ
り
、
若
者
が
集
い
研
究
し
合
い
、
活
動
で
き

る
環
境
の
支
援
を
図
り
ま
す
。

３
．
雇
用
悪
化
へ
の
対
策
と

　
　

特
産
品
等
の
開
発
の
取
り
組
み

　

雇
用
の
悪
化
へ
の
対
策
を
す
る
た
め
に
、
本
年
度
も

将
来
の
雇
用
に
つ
な
が
る
施
策
や
緊
急
的
な
雇
用
に
つ

な
が
る
施
策
を
引
き
続
き
実
施
す
る
と
と
も
に
、
新
た

に
農
林
業
等
の
人
材
育
成
を
目
的
と
し
た
対
策
に
取
り

組
み
ま
す
。

　

ま
た
、
あ
さ
ぎ
り
ブ
ラ
ン
ド
や
薬
草
の
試
験
栽
培
に

取
り
組
ん
で
き
ま
し
た
が
、
薬
草
の
試
験
栽
培
に
つ
い

て
は
、
栽
培
農
家
や
栽
培
面
積
の
拡
大
が
進
ん
で
お

り
、
一
定
の
収
入
見
込
み
が
あ
る
作
物
と
し
て
、
今
後

も
栽
培
技
術
の
向
上
を
目
指
し
て
取
り
組
ん
で
ま
い
り

ま
す
。

　

更
に
、
町
の
顔
と
な
る
特
産
物
や
特
産
品
の
開
発
は

引
き
続
き
必
要
で
す
。
農
林
商
工
連
携
の
中
で
、
住
民

の
方
々
や
こ
れ
に
携
わ
る
人
た
ち
が
楽
し
む
こ
と
が
で

き
、
そ
し
て
町
外
に
展
開
で
き
る
よ
う
な
農
産
物
加
工

品
の
取
り
組
み
に
対
し
支
援
の
強
化
を
図
り
ま
す
。

 
平
成
22
年
度
の

　
　
　
　
特
に
重
点
的
な
取
り
組
み
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平成22年度あさぎり町一般会計及び特別会計当初予算

会　　計　　名 平成22年度予算 平成21年度予算 比　較

一般会計 104 億 7,490 万 1 千円 95 億 4,411 万 9 千円 9 億 3,078 万 2 千円
上財産区特別会計 3,767 万円 5,966 万 7 千円 △ 2,199 万 7 千円
国民健康保険特別会計 22 億 2,208 万 9 千円 22 億 2,470 万 2 千円 △ 261 万 3 千円
老人保健医療特別会計 121 万円 1,229 万 9 千円 △ 1,108 万 9 千円
介護保険特別会計 15 億 1,794 万 4 千円 14 億 5,601 万 5 千円 6,192 万 9 千円
簡易水道事業特別会計 5 億 5,425 万 2 千円 5 億 3,081 万 2 千円 2,344 万円
下水道事業特別会計 10 億 7,104 万 6 千円 10 億 2,823 万 5 千円 4,281 万 1 千円
介護サービス特別会計 3,753 万 8 千円 3,703 万 6 千円 50 万 2 千円
球磨郡障害認定審査事業特別会計 914 万円 992 万円 △ 78 万円
後期高齢者医療特別会計 1 億 5,768 万 4 千円 1 億 5,251 万 8 千円 516 万 6 千円
球磨郡介護認定審査事業特別会計 3,556 万 6 千円 3,870 万 8 千円 △ 314 万 2 千円
水道事業特別会計※ 7,258 万 4 千円 6,350 万 2 千円 908 万 2 千円

合　　計 161 億 9,162 万 4 千円 151 億 5,753 万 3 千円 10 億 3,409 万 1 千円

※　水道事業特別会計は、収益的収支の支出額を記載しています。

　８年目の町づくりに向けて
平成22年度当初予算
平成22年度の一般会計と特別会計当初予算が、第１回定例議会で可決されました。

今年度の予算編成の要点

将来を見据えた安
定的な財政基盤を
築きます

前年度からの繰越
事業との調整に努
めます

経常的な経費を少
なくし、政策的な
事業実施に必要な
財源を確保します

　国が前年度に行った経済対策
関連の交付金による事業が、数
多く繰り越されています。これ
らの事業と今年度において予算
化された事業との調整を行い、
公共事業の通年発注に努めま
す。

　行財政改革への取り組みを継続
し、国と同じように無駄な経費を
排除して、健康づくりや町の特産
品開発、社会保障、中学校統合や
関連する道路整備、景気浮揚のた
めの産業振興など、政策的な事業
に予算を重点配分しています。

　前年度と同様、すべての会計を黒字決算にするとともに、将来、財源不足
が生じた時のために活用できる基金を積み増しします。今年度は、一般会計
と下水道特別会計の基金積立を計画しています。
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平成22年度一般会計当初予算額 104億7,490万円
平成２2年度当初予算目的別歳入の状況

町税（10.2%）
10億6,627万円
町民税、固定資産税、
市町村たばこ税など 繰入金（0.0%）

100万円
基金繰入金

繰越金（1.9%）
2億円

諸収入（0.4%）
4,125万円

分担金負担金、使用料手数料、
財産収入など（2.9%）
3億528万円

地方交付税（47.4%）
49億6,764万円

自主財源（15.4%）
16億1,380万円

歳入
計104億7,490万円

依存財源（84.6%）
88億6,110万円

地方債（16.5%）
17億2,550万円

国庫支出金（8.4%）
8億8,480万円

県支出金（8.9%）
9億2,982万円

地方譲与税、地方消費税交付金、
ゴルフ場利用税など（3.4%）
3億5,334万円

平成２2年度当初予算目的別歳出の状況
議会費（1.1%）
1億1,613万円 総務費（15.0%）

15億7,484万円
総務管理、税務、住民基本台帳、
統計調査費など

民生費（25.5%）
26億6,530万円
社会福祉、児童福祉費など

衛生費（7.6%）
8億60万円
保健衛生、清掃費など

農林水産業費（9.1%）
9億5,730万円
農業、林業、水産業費など

商工観光費（2.1%）
2億2,085万円
商工、観光、定住促進費など

歳出
計104億7,490万円

土木費（8.9%）
9億3,010万円
土木管理、道路橋りょう、
住宅、下水道費など

消防費（3.9%）
4億546万円

教育費（11.0%）
11億4,836万円
小・中学校、生涯学習、
文化財、保健体育費など

災害復旧費（0.0%）
2万円

公債費（15.7%）
16億4,794万円

予備費（0.1%）
800万円

歳入

歳出

（１万円未満は切り捨てています）



広　報　あ　さ　ぎ　り

6

平成22年度一般会計当初予算額　104億7,490万円
（１万円未満は切り捨てています）

一般会計の歳入（収入）と歳出（支出）の概要について説明します。

　歳入予算の内訳は５ページ歳入円グラフをご覧ください。前年度と
の比較や新しい事業に関連するものなどの内訳は次のとおりです。

税　収
　前年度より114万円少なくなっています。主なものは、個人住民税が456万円、法人住民税が898
万円、市町村たばこ税が600万円それぞれ減って、固定資産税が1,690万円、軽自動車税が129万円
増えています。

譲与税・交付金
　国税や県税の一部や子ども手当てなどの新しい政策に要する財源を市町村へ交付されるもので、
全体では1,499万円の減額を見込んでいます。

地方交付税
　国の地方財政計画によって交付されるもので、歳入総額に占める割合が最も高く、町の財政運営
に大きな影響を与えるものです。このうち、普通交付税は今年度から新設される加算額が不透明な
ため、前年度とほぼ同額程度の交付額は確保できるものと見込んでいます。また、特別交付税も前
年度と同額を計上していますが、最終的には前年度より減額となる可能性があります。

国庫支出金
　国の制度や法律、予算に基づいて地方が行う事業の一部を国が負担するもので、くまもと製材
（株）が取り組む新たな事業に対する補助金が１億5,690万円、通学路等の町道整備に要する道路
改良補助金が5,765万円、中学校統合等に要する学校施設整備費補助金が１億8,642万円それぞれ増
額となっています。

県支出金
　国と同じように、市町村が行う事務事業に要する経費の一部を県が負担するもので、ふるさと雇
用再生や緊急雇用のための補助金が１億8,999万円、くまもと製材（株）の新規事業取り組みを含
む林業費補助金が4,424万円それぞれ増えています。

財産収入
　町が所有する財産の運用によって生じる収入で、前年度に整備した光ファイバーケーブル網をイ
ンターネット通信事業者に貸し付ける収入が2,287万円新たに増えました。

繰入金
　基金や特別会計から繰り入れて使用するもので、前年度に行った地域活性化・生活対策基金から
の繰入金3,000万円がなくなったため、減額となりました。

諸収入
　上記以外の収入で、国民健康保険の被保険者に係る健診負担金を国保特別会計に移行したために、
個人負担金が 2,924 万円減額となりました。

地方債
　公共事業やまちづくり基金積立の財源や交付税の振替として借り入れる臨時財政対策債など、長
期にわたって償還（返済）することを前提として借り入れるもので、総額で３億5,350万円の増額
となっています。主な増減は、臨時財政対策債が5,900万円、道路改良事業が１億490万円、あさぎ
り駅前整備事業が3,640万円、学校施設整備事業が３億5,320万円それぞれ増額となり、公立多良木
病院の改築負担のために借り入れていた地方債は、前年度までで整備が完了したため、１億7,470
万円の減額となっています。

歳入予算
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　歳出予算の目的別内訳は５ページ歳出円グラフをご覧くだ
さい。主なものは次のとおりです。

議会費 農林水産業費（続き）
議会運営に必要な費用 １億１，６１３万円 ふれあい物産館指定管理委託料 ６８８万円

総務費 河川・農業用水路等管理作業緊急雇
用創出事業委託料 １，７８０万円

地方バス運行等補助金 １，６４７万円 地域バイオマス利活用研究事業委託料 １，０７７万円
庁内電算システム費 ５，４２７万円 畜産振興事業補助金 ９００万円
財政調整基金積立金 １億８００万円 県営担い手事業償還補助金 ６，９８１万円
まちづくり基金積立金 ５億円 清願寺ダム防災事業負担金 １，８００万円
地域情報通信基盤費
（光ファイバー保守：新規） ２，５８７万円 熊本県農地・水・環境保全協議会負担金 １，２４８万円

パスポート発券費用（新規） ７９万円 林業支援人材育成創造事業委託料（新規） １，０４４万円

参議院議員選挙費（新規） ８５８万円 林業・木材産業振興施設等整備事業
補助金（くまもと製材補助金：新規） １億８，８２８万円

国勢調査費（新規） ５２９万円 素材生産・造林委託料 ２，９３１万円
民生費 林道柳の内線舗装 ２，２４３万円
社会福祉協議会運営費補助金 ５，０６９万円 立木駆除委託料 ２，２００万円
福祉乗り合いタクシー補助金 ６７０万円 商工観光費
後期高齢者医療広域連合負担金 ２億１，０６７万円 商工会補助金 １，２８７万円
敬老年金 １，５５１万円 ふるさと振興社助成金 ５２３万円
介護保険特別会計繰出金 ２億４４６万円 商工業制度資金信用保証料補助金 ３６７万円
後期高齢者医療特別会計繰出金 ６，０５３万円 店舗改装事業等補助金（新規） ３６０万円

老人施設入所措置費 ５，１４８万円 まちづくり交付金事業費（中心市街
地整備） ８，５８５万円

障がい介護給付費 ２億８７５万円 グリーンツーリズム商品開発・販売
促進事業委託料 ３３７万円

国民健康保険特別会計繰出金 １億２，６５８万円 地域特産品販売人材育成雇用創造事
業委託（新規） ６８６万円

ヘルシーランド・温泉交流センター・
高山荘指定管理委託料 １億２３０万円 地域ブランド商品開発及び新規販路

開拓事業委託料 ３８５万円

出生祝金 ７５０万円 体験食坊あさぎり事業委託料 ６２１万円
放課後児童健全育成事業（学童保育）委託料 １，０３８万円 まつり補助金 ２６４万円
私立保育園特別保育事業補助金 ２，８９４万円 農林商工連携支援協議会補助金 ５８４万円
私立保育園運営費負担金 ６億３２２万円 結婚対策強化事業（新規） ２８８万円
児童手当 １億４，６９１万円 土木費
子ども医療費給付金 ６，３２２万円 道路維持費 ６，８２５万円
ひとり親家庭等医療費助成金 ２０３万円 道路新設改良費 ３億４，４１０万円
公立保育所運営費 ３億１０万円 住宅建設費 ２，２８０万円
衛生費 下水道事業特別会計繰出金 ４億５３９万円
ごみ収集業務委託料 ２，１４０万円 消防費
合併浄化槽設置費補助金 ９６６万円 上球磨消防組合負担金 ２億９，３０９万円
人吉球磨広域行政組合葬祭場費負担金 ３，２７９万円 非常備消防費（消防団活動費） ６，７７９万円
資源有価物回収（リサイクル）交付金 ３５４万円 消火栓工事負担金 １，９３７万円
集団健診委託料 ５，７０１万円 広域避難場所標示板設置工事費（新規） ４８０万円
簡易水道事業特別会計繰出金 ２億４，９６６万円 教育費
人吉球磨広域行政組合ごみ処理・
し尿処理費負担金 ２億４，９６５万円 私立幼稚園運営費補助金 ２００万円

農林水産業費 学校施設整備費 ５億４，６９１万円
農業再生チャレンジ事業委託料 ２，３５０万円 小学校管理費 １億３，７１９万円
山の幸開発事業委託料 ２，５８５万円 中学校管理費 １億６３６万円
農業支援人材育成事業委託料（新規） ２，８７２万円 生涯学習団体補助金 ６１４万円
農業共済掛金補助金 １，１００万円 公民分館等施設整備費補助金 １７６万円
農業振興事業補助金 ４００万円 文化財関係資料整理事業（新規） ４１２万円
中山間地域等直接支払交付金 １億円 体育協会補助金 ５９０万円

給食センター運営費 ８，３５５万円

歳出予算
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４
月
１
日
付
け
で
、
次
の
と
お
り
課
名
の

変
更
と
職
員
の
異
動
が
あ
り
ま
し
た
の
で
お

知
ら
せ
し
ま
す
。

（　

）
内
は
旧
部
署

【
議
会
】

■
議
会
事
務
局

　

事
務
局
長

　
　

小
谷　

節
雄	（
町
民
課
課
長
）

　
　

宮
原　

和
明	（
環
境
整
備
課
水
道
班
）

【
町
長
部
局
】

■
総
務
課
（
総
務
課
総
務
班
）

　
　

桑
原
雄
一
郎	（
総
務
課
政
策
推
進
班
）

◇
上
支
所

　
　

久
保
田　

悦	（
教
育
課
学
校
教
育
班
）

◇
深
田
支
所

　

支
所
長

　
　

石
塚　

保
典	（
教
育
課
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
所
長
）

■
企
画
財
政
課
（
総
務
課
政
策
推
進
班
、

　
　
　
　
　
　
　
総
務
課
財
務
広
報
班
）

　

課
長

　
　

小
松　

英
一	（
総
務
課
財
務
広
報
班
長
）

　
　

遠
山　

優
矢	（
新
規
採
用
）

■
税
務
課

　

課
長

　
　

恒
松　

倉
基	（
総
務
課
政
策
推
進
班
長
）

　
　

上
田　

日
和	（
健
康
福
祉
課
福
祉
班
）

　
　

椎
葉　

尚
宏	（
議
会
事
務
局
）

■
町
民
課

　

課
長

　
　

椎
葉　

郁
夫	（
総
務
課
総
務
班
長
）

　
　

愛
甲　

恵
子	（
総
務
課
上
支
所
）

　
　

林
田　

考
功	（
税
務
課
）

　
　

福
田　

佳
奈	（
税
務
課
）

■
福
祉
課
（
健
康
福
祉
課
福
祉
班
、

　
　
　
　
　
健
康
福
祉
課
高
齢
総
合
班
）

　

課
長

　
　

沖
松　

学	

（
産
業
振
興
課
商
工
観
光
班
長
）

　
　

田
口　

直	

（
産
業
振
興
課
農
業
振
興
班
）

　
　

深
水　

昌
彦	（
健
康
福
祉
課
救
護
施
設
班
）

　
　

早
川　

幹	

（
環
境
整
備
課
環
境
保
全
班
）

　
　

源
島　

真
弓	（
環
境
整
備
課
水
道
班
）

　
　

吉
田　

侑
未	（
新
規
採
用
）

◇
介
護
・
障
が
い
認
定
審
査
会

　
　（
健
康
福
祉
課
介
護
・
障
が
い
認
定
審
査
会
）

　
　

嶋
田　

清
子	（
産
業
振
興
課
林
業
振
興
班
）

◇
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

　
　
　（
健
康
福
祉
課
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
）

　
　

高
山　

文
子	（
健
康
福
祉
課
健
康
づ
く
り
班
）

　
　

吉
田　

酉
子	（
健
康
福
祉
課
健
康
づ
く
り
班
）

　
　

松
本　

真
里	（
健
康
福
祉
課
高
齢
総
合
班
）

◇
上
第
一
保
育
所
（
健
康
福
祉
課
上
第
一
保
育
所
）

　

所
長

　
　

椎
葉
八
重
子	（
健
康
福
祉
課
上
第
二
保
育
所
）

　
　

恒
松　

恵
子	（
健
康
福
祉
課
上
第
二
保
育
所
）

◇
上
第
二
保
育
所
（
健
康
福
祉
課
上
第
二
保
育
所
）

　

所
長

　
　

恒
松
智
恵
子	（
健
康
福
祉
課
岡
原
保
育
所
）

　
　

金
森　

淳
子	（
健
康
福
祉
課
上
第
一
保
育
所
）

　
　

段
村　

由
紀	（
健
康
福
祉
課
須
恵
保
育
所
）

◇
岡
原
保
育
所
（
健
康
福
祉
課
岡
原
保
育
所
）

　
　

尾
方　

直
美	（
健
康
福
祉
課
上
第
二
保
育
所
）

◇
須
恵
保
育
所
（
健
康
福
祉
課
須
恵
保
育
所
）

◇
救
護
施
設
・
し
ら
が
ね
寮

　
　
　
　
　
　
　（
健
康
福
祉
課
救
護
施
設
班
）

　
　

溝
口　

久
志	（
産
業
振
興
課
農
業
振
興
班
）

　
　

那
須　

貴
仁	（
環
境
整
備
課
水
道
班
）

■
保
健
環
境
課
（
健
康
福
祉
課
健
康
づ
く
り
班
、

　
　
　
　
　
　
　
　
環
境
整
備
課
環
境
保
全
班
）

　

課
長

　
　

山
下
久
美
子	（
健
康
福
祉
課
健
康
づ
く
り
班
長
）

　
　

尾
方　

眞	

（
環
境
整
備
課
水
道
班
）

　
　

山
本　

祐
二	（
総
務
課
財
務
広
報
班
）

■
農
林
振
興
課
（
産
業
振
興
課
農
業
振
興
班
、

　
　
　
　
　
　
　
産
業
振
興
課
林
業
振
興
班
）

　

課
長

　
　

尾
方
立
三
郎	（
産
業
振
興
課
農
業
振
興
班
長
）

　
　

野
田　

豊
光	（
環
境
整
備
課
水
道
班
長
）

　
　

木
下　

尚
宏	（
健
康
福
祉
課
福
祉
班
）

　
　

山
内　

悟	

（
総
務
課
総
務
班
）

　
　

荒
木　

修
治	（
産
業
振
興
課
商
工
観
光
班
）

　
　

愛
甲　

和
孝	（
税
務
課
）

　
　

大
門　

輝
樹	（
教
育
課
社
会
教
育
班
）

■
商
工
観
光
課
（
産
業
振
興
課
商
工
観
光
班
）

　

課
長

　
　

加
藤　

弘	

（
産
業
振
興
課
長
）

　
　

竹
下　

正
男	（
産
業
振
興
課
兼
地
域
再
生
Ｐ
Ｔ
）

　
　

中
神　

啓
介	（
産
業
振
興
課
農
業
振
興
班
）

　
　

坂
本　

有
吾	（
総
務
課
兼
地
域
再
生
Ｐ
Ｔ
）

■
建
設
課
（
環
境
整
備
課
建
設
班
）

　

課
長

　
　

上
渕　

幸
一	（
環
境
整
備
課
建
設
班
長
）

　
　

松
本　

直
治	（
健
康
福
祉
課
健
康
づ
く
り
班
）

■
上
下
水
道
課
（
環
境
整
備
課
水
道
班
、

　
　
　
　
　
　
　
環
境
整
備
課
下
水
道
班
）

　

課
長

　
　

久
保
田
利
己	（
環
境
整
備
課
下
水
道
班
長
）

　
　

北
川　

正
男	（
健
康
福
祉
課
救
護
施
設
班
）

　
　

田
山　

勇
一	（
税
務
課
）

　
　

門
田　

千
鶴	

　
　
　
　
（
健
康
福
祉
課
介
護
・
障
が
い
認
定
審
査
会
）

■
会
計
課

　

会
計
管
理
者
兼
課
長

　
　

愛
甲　

栄
二	（
総
務
課
深
田
支
所
長
）

　
　

酒
井　

裕
次	（
環
境
整
備
課
下
水
道
班
）

　
　

今
村　

友
美	（
総
務
課
総
務
班
）

【
農
業
委
員
会
】

■
農
業
委
員
会
事
務
局

　

事
務
局
長

　
　

蓑
毛　

勝
則	（
健
康
福
祉
課
高
齢
総
合
班
長
）

【
教
育
委
員
会
】

■
教
育
課
（
教
育
課
学
校
教
育
班
、

　
　
　
　
　
教
育
課
社
会
教
育
班
）

　
　

前
原　

晴
美	（
町
民
課
）

　
　

平
田　

太
志	（
環
境
整
備
課
建
設
班
）

　
　

源
島　

義
康	（
町
民
課
）

　
　

樅
木　

寿
礼	（
産
業
振
興
課
農
業
振
興
班
）

◇
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー

　

所
長

　
　

前
田　

洋	

（
教
育
課
社
会
教
育
班
長
）

課
名
の
変
更

職
員
の
異
動

課
名
の
変
更

職
員
の
異
動
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上
小
学
校

転
入

　

恒
松　

昭　
　
（
赤
崎
小
）
教
頭

　

松
延　

文
彦　
（
新
規
採
用
）
教
諭

　

魚
住　

光
二　
（
再
任
用
）
事
務
主
任

　

倉
元　

留
美　

特
別
支
援
教
育
支
援
員

　

髙
山　

道
子　
特
別
支
援
教
育
教
員
補
助
員

転
出

　

山
本
五
十
平　
（
湯
前
中
）
教
頭

　

冨
永　

隆　
　
（
五
木
東
小
）
教
諭

　

田
村
た
ず
こ　
（
木
上
小
）
教
諭

　

尾
方　

康
弘　
（
久
米
小
）
事
務
主
任

免
田
小
学
校

転
入

　

桑
原　

誠
二　
（
久
米
小
）
教
頭

　

鮒
田
美
代
子　
（
錦
西
小
）
教
諭

　

田
中
美
由
紀　
（
新
規
採
用
）
教
諭

　

長
田　

沙
織　
（
新
規
採
用
）
教
諭

　

小
山　

江
理　
（
相
良
南
小
）

　
　
　
　
　
　
　

主
任
技
師
・
栄
養
職
員

　

児
玉
ち
さ
子　
（
再
任
用
）
教
諭

　

嶋
村　

悠　
　

講
師

　

前
田
ゆ
か
り　

事
務
職
員

　

竹
本　

葵　
　

特
別
支
援
教
育
支
援
員

　

吉
川　

恵
子　
特
別
支
援
教
育
教
員
補
助
員

転
出

　

森　
　

佳
寛　
（
中
原
小
）
教
頭

　

沢
田　

貴
子　
（
人
吉
東
小
）
教
諭

　

横
道　

圭
恵　

退
職

　

児
玉
ち
さ
子　

退
職

　

髙
本　

明
子　

退
職

岡
原
小
学
校

転
入

　

木
下　

幸
弘　
（
人
吉
一
中
）
教
頭

　

宮
田
恵
理
香　
（
新
規
採
用
）
教
諭

　

石
井　

好
江　

事
務
職
員

　

尾
方　

美
香　

特
別
支
援
教
育
支
援
員

転
出

　

井
下　

秀
久　
（
人
吉
市
教
育
委
員
会
）

　
　
　
　
　
　
　

指
導
主
事

　

村
松　

聡
子　
（
錦
西
小
）
教
諭

須
恵
小
学
校

転
入

　

酒
井　

佳
菜　
（
松
高
小
）
教
諭

　

水
篠　

智
美　
（
新
規
採
用
）
教
諭

　

北
里　

好
子　
（
一
勝
地
二
小
）

　
　
　
　
　
　
　

事
務
主
任

　

岡
部　

悦
子　

特
別
支
援
教
育
支
援
員

転
出

　

中
村
美
代
子　
（
相
良
南
小
）
事
務
主
任

深
田
小
学
校

転
入

　

村
山　

淳
一　
（
代
陽
小
）
校
長

　

上
野　

美
紀　
（
人
吉
西
小
）
教
諭

　

中
里　

宏　
　
（
新
規
採
用
）
教
諭

　

小
川
真
奈
美　

養
護
助
教
諭

　

久
保
田
美
和　

特
別
支
援
教
育
支
援
員

転
出

　

有
村　

重
幸　
（
五
木
中
）
教
諭

　

藤
田　

礼
子　

退
職

上
中
学
校

転
入

　

樺
島　

雅
人　

講
師

　

小
場
佐
怜
奈　

講
師

　

松
田　

幸
子　

養
護
助
教
諭

　

須
賀
真
由
美　

事
務
職
員

免
田
中
学
校

転
入

　

迫
田　

正
純　
（
渡
小
）
教
頭

　

尾
方　

泰
之　
（
人
吉
二
中
）
教
諭

　

永
塘　

昭
弘　
（
東
間
小
）
教
諭

　

池
田　

昌
史　
（
新
規
採
用
）
教
諭

　

福
永
や
よ
い　
（
人
吉
一
中
）

　
　
　
　
　
　
　

養
護
教
諭

　

上
田　

治
男　
（
相
良
南
小
）
事
務
主
幹

　

尾
方　

純
子　

講
師

　

尾
方　

祐
輔　

講
師

　

澤
渡　

優
子　

講
師

　

師
井　

啓
竹　

講
師

　

福
本　

美
穂　

講
師

　

大
坪　

真
斗　

講
師

　

板
﨑
た
け
み　

事
務
職
員

　

佐
㟢　

朱　
　

特
別
支
援
教
育
支
援
員

転
出

　

渕
上　

一
博　
（
球
磨
教
育
事
務
所
）

　
　
　
　
　
　
　

指
導
主
事

　

橋
野
由
美
子　
（
人
吉
二
中
）
教
諭

　

東　
　

裕
二　
（
須
恵
中
）
教
諭

　

兒
玉　

宏
章　
（
桜
木
中
）
教
諭

　

加
藤　

仁
士　
（
多
良
木
中
）
教
諭

　

松
原
由
紀
子　
（
山
江
中
）
養
護
教
諭

　

森
山　

哲
彦　
（
岡
原
中
）
事
務
主
幹

岡
原
中
学
校

転
入

　

藏
座
紀
一
郎　
（
深
田
中
）
教
頭

　

増
村　

由
美　
（
人
吉
二
中
）
教
諭

　

森
山　

哲
彦　
（
免
田
中
）
事
務
主
幹

　

森
下
千
和
美　

講
師

　

岡
本　

匡
平　

講
師

　

若
林　

由
香　

養
護
助
教
諭

転
出

　

山
本　

祐
士　
（
五
木
中
）
教
頭

　

迫　
　

孝
生　
（
人
吉
一
中
）
教
諭

　

魚
住　

光
二　

退
職

須
恵
中
学
校

転
入

　

安
達
貴
美
子　
（
須
恵
中
）
教
頭

　

東　
　

裕
二　
（
免
田
中
）
教
諭

　

斎
藤　

裕
美　
（
新
規
採
用
）
教
諭

　

上
村　

典
子　

講
師

　

桑
原　

孝
典　

講
師

転
出

　

中
村　

絹
子　
（
人
吉
一
中
）
教
頭

　

西
村　

成
之　
（
深
田
中
）
教
諭

　

長
野　

祐
一　
（
水
上
中
）
教
諭

深
田
中
学
校

転
入

　

岡
本
伸
一
郎　
（
湯
前
中
）
教
頭

　

古
田　

桂
子　
（
合
志
小
）
教
諭

　

西
村　

成
之　
（
須
恵
中
）
教
諭

　

日
隠　

聡　
　

講
師

　

立
場　

裕
代　

事
務
職
員

転
出

　

藏
座
紀
一
郎　
（
岡
原
中
）
教
頭

　

原
口　

美
佳　
（
人
吉
一
中
）
教
諭

あ
り
が
と
う
、
は
じ
め
ま
し
て
先
生

あ
り
が
と
う
、
は
じ
め
ま
し
て
先
生

あ
り
が
と
う
、
は
じ
め
ま
し
て
先
生

　

４
月
１
日
ポ
ッ
ポ
ー
館
で
、町
立
小・中
学
校
教
職
員
の
辞
令
交
付
式
が
行
わ
れ

ま
し
た
。異
動
が
あ
っ
た
先
生
方
は
次
の
と
お
り
で
す
。（
敬
称
略
）

　
（　

）内
は
転
入
者
は
前
任
校
、転
出
者
は
転
任
校
で
す
。
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４
月
１
日
付
け
で
２
人
の
職
員
が
採

用
さ
れ
ま
し
た
。  　
　
　
　
（
敬
称
略
）

会計課

商工観光課
（無料職業紹介所）

総務課 町民課

税務課保健環境課

企画財政課
教育委員会

本庁舎２階

本庁舎１階

変 更 に な り ま し た変 更 に な り ま し た課　の　配　置　が課　の　配　置　が

総　務　課　☎ 45-1111（代表）
町　民　課　☎ 45-7213
会　計　課　☎ 45-7224
税　務　課　☎ 45-7212
保健環境課　☎ 45-7216
商工観光課（無料職業紹介所）　
　　　　　　☎ 45-1111

教育委員会　☎ 45-7226
企画財政課　☎ 45-7211

遠
山　

優ま
さ
や矢

（
屯
所
）

　

企
画
財
政
課
主
事

　

統
計
調
査
や
新
エ
ネ
ル
ギ
ー
政
策
な

ど
、
企
画
関
係
を
担
当
し
ま
す
。
あ
さ

ぎ
り
町
で
仕
事
で
き
る
こ
と
に
誇
り
を

持
っ
て
、
皆
さ
ん
の
た
め
に
全
力
で
頑

張
り
ま
す
。

吉
田　

侑ゆ
う
み未

（
下
乙
）

　

福
祉
課
主
事

　

介
護
保
険
を
担
当
し
ま
す
。
た
く

さ
ん
の
人
と
知
り
合
っ
て
、
笑
顔
で

頑
張
り
ま
す
。
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農林振興課農業委員会
事務局 商工観光課

上下水道課建設課

福祉課
福祉総合福祉課

福祉総合

地域包括
支援センター

福祉課・高齢福祉

介護・
障がい認定審査会

東庁舎

総合福祉センター

変 更 に な り ま し た変 更 に な り ま し た課　の　配　置　が課　の　配　置　が

建　設　課　☎ 45-7221
上下水道課　☎ 45-7222
農林振興課　☎ 45-7218
商工観光課　☎ 45-7220
農業委員会事務局　
　　　　　　☎ 45-7225

福祉課　福祉総合
　　　　　　☎ 45-7214
福祉課　高齢福祉
　　　　　　☎ 45-7215
福祉課　地域包括支援センター
　　　　　　☎ 45-7231
福祉課　介護・障がい認定審査会
　　　　　　☎ 45-3920

　

３
月
31
日
付
け
で
13
人
の
職
員
が
退

職
し
ま
し
た
。

　

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　
　
（
敬
称
略
）

前
列
右
か
ら

濱
田
定
武
さ
ん
、
中
村
雄
治
さ
ん
、

川
嶋
正
輝
さ
ん
、
蓑
田
博
光
さ
ん
、

尾
方
信
子
さ
ん
、
上
渕
絹
代
さ
ん
、

石
川
富
貴
子
さ
ん

後
列
右
か
ら

田
原
穂
積
さ
ん
、
田
中
孝
さ
ん
、

中
村
幸
徳
さ
ん
、
石
川
孝
さ
ん
、

深
水
敏
夫
さ
ん
、
松
下
定
久
さ
ん
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３
月
17
日
に
、
あ
さ
ぎ
り
町
農
業
女
性
の

会
（
福
永
峰
子
会
長
）
が
町
内
の
福
祉
施
設

４
箇
所
に
、
手
作
り
味
噌
を
贈
呈
し
ま
し
た
。

　

今
回
贈
呈
し
た
味
噌
は
、
あ
さ
ぎ
り
町
農

業
女
性
の
会
会
員
が
取
り
組
ん
で
い
る
事
業

の
一
環
と
し
て
作
っ
た
合
わ
せ
味
噌
で
、
各

施
設
へ
10
キ
ロ
ず
つ
贈
呈
し
ま
し
た
。
突
然

の
訪
問
で
施
設
担
当
者
の
方
も
驚
か
れ
た
様

子
で
し
た
が
、
大
変
喜
ん
で
い
た
だ
き
ま
し

た
。

N e w s あさぎり

▲　あさぎり町社会福祉協議会岡原ディサービスセンターにて

▲　町担当者がきちんと届けました

◀
　
谷
水
薬
師

▶
　
秋
時
観
音

　

春
の
彼
岸
の
中
日
で
あ
る
３
月
21
日
に
、

谷
水
薬
師
大
祭
と
相
良
三
十
三
観
音
一
斉
開

帳
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

谷
水
薬
師
に
は
、
朝
の
冷
え
込
み
に
も
か

か
わ
ら
ず
、
遠
く
は
鹿
児
島
県
や
宮
崎
県
か

ら
約
２
０
０
名
の
参
拝
客
が
訪
れ
ま
し
た
。

家
族
連
れ
が
多
く
、
大
人
か
ら
子
ど
も
ま
で

た
く
さ
ん
の
方
々
が
健
康
を
祈
願
し
て
い
ま

し
た
。

　

ま
た
、
相
良
三
十
三
観
音
の
一
つ
、
秋
時

観
音
に
も
多
く
の
来
場
者
が
姿
を
見
せ
ま
し

た
。
春
の
彼
岸
の
一
斉
開
帳
は
１
日
だ
け
。

都
城
市
か
ら
初
め
て
参
拝
に
訪
れ
た
ご
夫
婦

は
、
雰
囲
気
や
地
域
の
方
々
の
お
も
て
な
し

に
感
激
し
、「
秋
の
一
斉
開
帳
に
も
ぜ
ひ
き

ま
す
」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。

　谷水薬師大祭、相良三十三観音一斉開帳　春の彼岸に御利益祈願

　

3
月
8
日
に
平
成
21
年
度
に
町
内
で
回

収
さ
れ
た
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
の
キ
ャ
ッ
プ
を
、

『
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
キ
ャ
ッ
プ
で
世
界
の
子
ど

も
に
ワ
ク
チ
ン
を
届
け
よ
う
！
キ
ャ
ン
ペ
ー

ン
』
を
展
開
し
て
い
る
イ
オ
ン
九
州
株
式
会

社
ジ
ャ
ス
コ
錦
店
（
川
浪
武
志
店
長
）
に
寄

附
し
ま
し
た
。

　

こ
れ
は
、
こ
れ
ま
で
燃
え
る
ご
み
と
し
て

廃
棄
さ
れ
て
い
た
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
の
キ
ャ
ッ

プ
を
回
収
し
、
リ
サ
イ
ク
ル
す
る
こ
と
で
得

た
収
益
で
ポ
リ
オ
ワ
ク
チ
ン
を
購
入
す
る
と

い
う
取
り
組
み
の
一
環
で
、
各
行
政
区
か
ら

選
出
さ
れ
て
い
る
廃
棄
物
減
量
等
推
進
員
を

中
心
に
各
世
帯
に
周
知
を
図
り
な
が
ら
ご
協

力
を
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

　

今
回
の
回
収
重
量
は
１
３
０
㎏
で
、
ポ
リ

オ
ワ
ク
チ
ン
に
換
え
る
と
約
33
人
分
で
し
た
。

ま
た
ご
み
の
減
量
化
も
促
進
さ
れ
、
二
酸
化

炭
素
約
２
０
０
㎏
の
削
減
と
な
り
地
球
温
暖

化
防
止
に
も
役
立
っ
て
い
ま
す
。

　ペットボトルのキャップを寄附　リサイクルで一石二鳥！

　　農業女性の会が味噌を贈呈　おいしく食べてください
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N e w s あさぎり

あさぎり町福祉タクシー料金助成事業
心身障がい者（児）等の福祉の増進に寄与するため、心身障がい者の方がタクシーを利用する

際、その料金の一部を助成します。次の項目に該当される方は、役場に申請し、『福祉タクシー利用
券』の交付を受けることができます。
対象となる方

4 月 1 日現在において、あさぎり町に居住（住民票のある方、または外国人登録している方）
し、次の各事項に該当する在宅の方。

１. 身体障害者手帳の等級が 1 級、2 級および 3 級下肢障害（単独判定）の方
２. 療育手帳の障害の程度がＡ１およびＡ２の方
３. 精神障害者保健福祉手帳の障害者等級１級に該当する方

申請に必要なもの 上に記載してある手帳、印鑑
申請場所 あさぎり町役場　福祉課福祉総合　（総合福祉センター内）及び各支所
利用券交付枚数 年間１人当たり２４枚。ただし、再交付は行わない。
助成額 タクシー利用１回につき基本料金（初乗り料金）の額

利用できる
タクシー会社

・中央タクシー　　　☎ 45-0533
・たらぎタクシー　　☎ 42-3030
・わけべタクシー　　☎ 42-3939
・むつみ交通　　　　☎ 45-5722
・優光　　　　　　　☎ 42-5589

お問い合わせ先
　あさぎり町　福祉課
　福祉総合　☎45-7214

　

３
月
５
日
に
あ
さ
ぎ
り
町
食
生

活
改
善
推
進
協
議
会
上
部
会
（
通

称
『
食
改
さ
ん
』、
小
川
節
子
部

会
長
）
を
講
師
に
迎
え
、
上
中
学

校
２
年
生
に
よ
る
郷
土
料
理
調
理

実
習
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
技
術
家

庭
科
の
授
業
の
一
環
と
し
て
郷
土

料
理
実
習
を
設
け
て
あ
り
ま
す
が
、

球
磨
郡
市
に
は
家
庭
科
の
教
員
が

３
名
し
か
い
な
い
た
め
、
地
元
の

方
に
協
力
を
い
た
だ
い
て
実
習
な

ど
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
日
の
メ
ニ
ュ
ー
は
、
祭

事
な
ど
で
振
舞
わ
れ
る
『
つ
ぼ

ん
汁
』、
干
し
柿
を
使
っ
た
『
柿

な
ま
す
』、
サ
ツ
マ
イ
モ
と
餅

を
あ
わ
せ
て
作
る
『
ね
っ
た
ん

ぼ
』。
ど
れ
も
一
度
は
口
に
し
た
事

の
あ
る
伝
統
的
な
料
理
で
す
。

　

各
班
に
食
改
さ
ん
が
１
名
ず
つ

就
き
、
調
理
の
手
ほ
ど
き
を
し
ま

し
た
。
生
徒
た
ち
が
苦
戦
し
て
い

た
の
が
、
ご
ぼ
う
の
乱
切
り
。
ご

ぼ
う
を
回
し
な
が
ら
切
る
の
で
す

が
、
角
度
や
大
き
さ
が
気
に
な
り
、

な
か
な
か
進
み
ま
せ
ん
。
お
手
本

を
見
せ
る
食
改
さ
ん
の
手
裁
き
に
、

生
徒
た
ち
か
ら
は
歓
声
が
上
が
っ

て
い
ま
し
た
。

　

調
理
が
進
む
に
つ
れ
、
気
に
な

る
の
は
味
付
け
。
つ
ぼ
ん
汁
を
味

見
し
「
な
か
な
か
い
い
」
と
頬
を

緩
め
て
い
ま
し
た
。
男
子
バ
レ
ー

部
に
所
属
す
る
田
山
龍
さ
ん
（
上

西
別
府
）
は
、
な
れ
な
い
大
根
の

千
切
り
で
「
つ
か
れ
ま
し
た
。
で

も
調
理
実
習
は
楽
し
い
で
す
」
と

笑
顔
を
見
せ
ま
し
た
。

　　　　　　　　上中学校の調理実習　食改さんから郷土料理を学ぼう！

▲　うまく切れるかな？
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桜
が
咲
き
誇
り
始
め
た
３
月
。
中
学
校
の
卒

業
式
を
終
え
た
ば
か
り
の
青
山
隆た
か
ま
さ真

さ
ん
（
下

永
里
）
に
１
通
の
手
紙
が
届
き
ま
し
た
。
そ
こ

に
は
、
見
慣
れ
た
き
れ
い
な
字
で
隆
真
さ
ん
が

小
学
１
年
生
の
と
き
の
様
子
や
、
大
き
く
な
っ

た
隆
真
さ
ん
へ
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
が
綴
ら
れ
て
い

ま
し
た
。
平
成
13
年
８
月
29
日
に
書
か
れ
た
、母
、

青
山
直
子
さ
ん
か
ら
の
手
紙
で
し
た
。

　

隆
真
さ
ん
は
び
っ
く
り
し
た
様
子
で
し
た
が
、

直
子
さ
ん
は
覚
え
て
い
ま
し
た
。
中
学
校
を
卒

業
す
る
わ
が
子
に
、
２
０
０
１
年
か
ら
手
紙
が

届
く
こ
と
を
…

　

平
成
13
年
に
旧
上
村
役
場

健
康
福
祉
課
で
は
『
健
康
づ

く
り
は
子
ど
も
の
頃
の
生
活

習
慣
か
ら
』
と
掲
げ
、
子
ど

も
の
心
と
体
の
健
康
を
推
進

す
る
た
め
の
企
画
を
考
え
ま

し
た
。
そ
れ
が
『
２
０
０
１

年
愛
の
手
紙
』
と
題
さ
れ
た
、

将
来
の
わ
が
子
へ
の
手
紙
を

書
い
て
も
ら
い
、
そ
れ
を
中

学
校
卒
業
の
と
き
に
届
け
よ

直
子
さ
ん

　

タ
イ
ム
カ
プ
セ
ル
の
よ
う
な
感
覚
で
、

当
時
12
歳
の
長
男
、
10
歳
の
長
女
、
６
歳

の
隆
真
に
手
紙
を
書
き
ま
し
た
。
手
紙
が

届
く
こ
と
は
覚
え
て
た
ん
で
す
け
ど
、
ど

う
い
う
内
容
を
書
い
た
の
か
は
覚
え
て
ま

せ
ん
で
し
た
。
で
も
見
て
み
た
ら「
あ
ー
、

そ
う
だ
っ
た
」
と
当
時
の
様
子
を
思
い
出

し
ま
し
た
。
兄
弟
の
中
で
一
番
怪
我
を
す

る
子
だ
っ
た
ん
で
す
。
今
も
で
す
け
ど

（
笑
）

　

今
と
な
っ
て
は
、
な
か
な
か
言
え
な
い

こ
と
が
手
紙
に
は
書
い
て
あ
り
ま
す
。
手

紙
を
書
い
て
お
い
て
よ
か
っ
た
で
す
。

　

先
生
や
み
ん
な
の
お
か
げ
で
大
き
く
な

れ
た
の
だ
か
ら
、
感
謝
の
気
持
ち
を
忘
れ

な
い
子
に
育
っ
て
ほ
し
い
で
す
。

隆
真
さ
ん

　

手
紙
が
届
い
て
び
っ
く
り
し
ま
し
た
。

お
兄
さ
ん
、
お
姉
さ
ん
に
も
届
い
て
い
た

の
は
知
ら
な
か
っ
た
で
す
。
感
動
し
ま
し

た
。

　

高
校
生
に
な
っ
て
も
、
野
球
を
頑
張
り

ま
す
。
お
母
さ
ん
、
勉
強
の
こ
と
で
は
あ

ま
り
ガ
ミ
ガ
ミ
言
わ
な
い
で
ね
。

中学校を卒業するあなたに

2001年の母から子へ『愛の手紙』

中学校を卒業するあなたに

2001年の母から子へ『愛の手紙』

う
と
い
う
も
の
で
し
た
。

　

広
報
紙
や
、
や
さ
し
い
ま
ち
づ
く
り
フ
ェ
ス
タ
で
募
集
を
し
た
結
果
、
当
時
妊
娠
中
の

お
母
さ
ん
か
ら
保
育
園
児
、
小
中
学
生
の
お
母
さ
ん
ま
で
約
80
通
の
手
紙
が
寄
せ
ら
れ
ま

し
た
。

　

こ
の
手
紙
は
、
毎
年
５
～
６
通
ず
つ
、
保
健
師
か
ら
投
函
さ
れ
て
お
り
、
今
年
で
８
回

目
を
迎
え
ま
し
た
。
最
後
の
投
函
は
平
成
28
年
３
月
で
す
が
、
親
子
の
絆
は
永
遠
に
続
い

て
い
き
ま
す
。
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〜グリーン・ツーリ
ズム便り〜あさぎり

グリーン
ツーリズム

　お問い合わせ先	 あさぎり町グリーン・ツーリズム研究会事務局　☎49-9211
	 （あさぎり町　商工観光課　ポッポー館内）
	 あさぎり体験ツアーHP：	http://www.asagiri-taiken.jp/
	 焼酎オーナーHP：	http://www.shochu.jp/

親子で自然体験　　　　
　　　～筍＆椎茸収穫体験ツアー～

　３月２８日に春休み特別企画『筍＆椎茸収穫体験ツア
ー』を、農家民宿『后

こ じ ゅ け い

寿慶の森』の協力で開催しました。
今回の体験ツアーには、阿蘇・八代や人吉球磨地域から
２３名が参加。日本で唯一『幸福』と名のつく現存の駅

『おかどめ幸福駅』に集合し、体験場所へ移動しました。
くま川鉄道を利用して来た参加者は「久しぶりに親子で
鉄道の旅をして、菜の花などの景観が綺麗で楽しかっ
た」と話していました。
　この日は、朝から雨模様で体験ができるか心配でした
が、祈りが通じたのか、体験を行う時間になると雨もや
み太陽が顔をのぞかせました。
　初めて筍掘りを体験する参加者がほとんどで、民宿オーナーの高田さんに指導を仰ぎながら親子
で一生懸命掘っていました。子ども達が一番楽しんでいたのは「椎茸の駒うち」でした。時間が過ぎる
のも忘れ、体験終了後も駒うちをしていました。

　その後の『料理体験』では、ツイストパン作りを行いま
した。親子で生地を竹に巻いてバーベキュー台で焦げな
いように回しながら楽しそうに焼いていました。体験終
了後は『たかんぽご飯』や『椎茸・筍料理』に舌鼓をうちま
した。
　参加された保護者の方からは、「毎回、体験ツアー楽し
みにしています」「子ども達が普段見ない父親の姿に驚い
て感動しました」との声がありました。また子ども達から
も「また参加したい」「ご飯が美味しかった」などの嬉しい
感想も聞くことができました。これからも親子で、そして

夫婦で楽しめる自然体験を月一回程度、開催していきたいと考えています。
　今後もあさぎり町グリーン・ツーリズム研究会では、都市と農村の交流を図り、地域の元気のため、
そして学生達の足であるくま川鉄道の利用促進を図るために色々な企画を考えていきます。まちづ
くりに興味のある方は、ぜひご連絡ください。
　また、広報紙では掲載しきれない記事等はあさぎり町ホームページに掲載していますので、ぜひご
覧ください。
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新
し
い
中
学
校
の
開
校
に
向
け
て
⑧

あ
さ
ぎ
り
中
学
校
開
校
準
備
委
員
会
か
ら
の
お
知
ら
せ ⑧
て
け

に
向
にに
校
開
の
校
学

い
中
い
し
新

せ
ら
せ

知
ら

お
知

の
ら
か
ら

会
か

中
学
校
開
校
準
備
委
員
会

り
中

ぎ
さ
ぎ

あ

新
し
い
中
学
校
の
開
校
に
向
け
て
⑧

あ
さ
ぎ
り
中
学
校
開
校
準
備
委
員
会
か
ら
の
お
知
ら
せ

　

第
８
回
あ
さ
ぎ
り
中
学
校
開
校
準
備
委
員
会
が
３
月
25
日
に
開
催
さ
れ
、
総
務
企

画
、
校
務
等
運
営
の
各
専
門
部
会
か
ら
の
検
討
結
果
の
報
告
な
ど
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
教
育
委
員
会
で
は
昨
年
５
月
の
開
校
準
備
委
員
会
等
関
係
組
織
の
設
置
以

来
、
こ
れ
ま
で
の
検
討
結
果
と
今
後
の
課
題
等
に
つ
い
て
町
Ｐ
Ｔ
Ａ
連
絡
協
議
会
各

単
位
Ｐ
Ｔ
Ａ
会
長
等
へ
の
説
明
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

な
お
、
２
月
19
日
に
開
催
さ
れ
た
町
議
会
臨
時
会
に
お
い
て
施
設
整
備
に
係
る
上

中
学
校
施
設
の
測
量
、
地
質
調
査
お
よ
び
プ
ー
ル
移
転
改
築
の
実
施
設
計
補
正
予
算
、

３
月
に
開
催
さ
れ
た
定
例
町
議
会
に
お
い
て
施
設
整
備
関
連
の
補
正
予
算
お
よ
び
平

成
22
年
度
当
初
予
算
が
可
決
さ
れ
た
こ
と
に
よ
り
、
本
年
度
か
ら
あ
さ
ぎ
り
中
学
校

開
校
準
備
の
た
め
の
施
設
整
備
が
本
格
的
に
始
ま
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

■
総
務
企
画
専
門
部
会
関
係

　

総
務
企
画
専
門
部
会
（
中
村
幸
二

部
会
長
）
か
ら
は
、
水
泳
水
着
の

規
格
（
基
準
）
な
ど
に
つ
い
て
、
現

行
と
同
様
に
、
水
泳
水
着
の
色
は
、

濃
紺
と
し
、
男
子
は
ト
ラ
ン
ク
ス

型
（
サ
ー
フ
パ
ン
ツ
タ
イ
プ
）
と

し
、
女
子
は
セ
パ
レ
ー
ト
タ
イ
プ
、

ワ
ン
ピ
ー
ス
タ
イ
プ
の
い
ず
れ
か
と

す
る
。
な
お
、
帽
子
の
色
は
、
開
校

後
調
整
す
る
こ
と
が
報
告
さ
れ
ま
し

た
。

　

あ
さ
ぎ
り
中
学
校
の
校
歌
選
定
に
つ

い
て
は
、
歌
詞
に
つ
い
て
は
募
集
を
行

う
こ
と
を
確
認
し
、
４
月
以
降
の
専
門

部
会
で
募
集
要
項
を
検
討
す
る
こ
と
が

確
認
さ
れ
て
い
ま
す
。

■
施
設
環
境
専
門
部
会
関
係
（
１
月
21

日
開
催
：
第
７
回
準
備
委
員
会
）

　

施
設
環
境
専
門
部
会
（
溝
口
峰
男

部
会
長
）
関
係
で
は
、
新
設
中
学
校

の
施
設
の
配
置
に
つ
い
て
、
１
月
に

コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
か
ら
提
案
さ
れ
た

最
終
案
に
つ
い
て
の
検
討
結
果
が
同

月
21
日
に
開
催
さ
れ
た
第
７
回
準
備

委
員
会
お
よ
び
同
月
25
日
の
教
育
委

員
会
議
に
お
い
て
現
地
調
査
の
結
果

を
踏
ま
え
て
協
議
さ
れ
、
教
育
委
員

会
と
し
て
概
算
事
業
費
の
総
額
を
現

在
の
教
室
等
に
隣
接
し
て
増
築
す
る

教
室
棟
３
億
４
千
４
百
万
円
を
含
め

た
７
億
６
千
２
百
万
円
と
す
る
こ
と

が
決
定
さ
れ
ま
し
た
。（
施
設
の
配

置
は
17
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
）

■
校
務
等
運
営
専
門
部
会

　

校
務
等
運
営
専
門
部
会
（
荒
木
一

郎
部
会
長
）
か
ら
は
、
昨
年
よ
り
検

討
を
行
っ
て
い
る
新
設
中
学
校
Ｐ
Ｔ

Ａ
の
会
則
に
つ
い
て
の
状
況
、
物
品

関
係
の
移
転
計
画
、
現
行
中
学
校
の

閉
校
記
念
行
事
等
準
備
組
織
の
状
況

な
ど
が
報
告
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、

教
育
委
員
会
で
検
討
し
て
い
る
文
書

類
の
事
務
処
理
に
関
す
る
指
針
案
等

に
つ
い
て
報
告
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

あ
さ
ぎ
り
町
お
よ
び
町
教
育
委
員
会

で
は
、平
成
24
年
４
月
に
開
校
す
る
『
あ

さ
ぎ
り
中
学
校
施
設
整
備
計
画
』
を
と

り
ま
と
め
た
こ
と
に
伴
う
町
民
説
明
会

を
２
月
８
日
か
ら
５
日
間
の
日
程
で
各

校
区
毎
に
開
催
し
ま
し
た
。 

　

こ
の
説
明
会
は
、
平
成
20
年
７
月

に
開
催
し
た
『
中
学
校
統
合
に
関
す

る
住
民
説
明
会
』
に
お
い
て
現
上
中

学
校
に
１
校
と
し
て
統
合
し
た
場
合
に

お
け
る
施
設
整
備
に
要
す
る
試
算
額

を
約
５
億
２
千
百
万
円
と
説
明
し
て
い

た
こ
と
に
関
し
、
昨
年
５
月
に
設
置
し

た
開
校
準
備
委
員
会
お
よ
び
施
設
環
境

専
門
部
会
に
お
け
る
検
討
結
果
並
び
に

基
本
計
画
を
策
定
し
た
コ
ン
サ
ル
タ

ン
ト
の
提
案
に
基
づ
き
、
開
校
ま
で

に
必
要
な
施
設
の
整
備
費
と
し
て
教

育
委
員
会
が
判
断
し
た
概
算
費
用
が

７
億
６
千
２
百
万
円
、
公
立
学
校
施
設

の
設
置
者
で
あ
る
町
長
協
議
に
お
い
て

判
断
さ
れ
た
管
理
棟
の
防
水
対
策
、
バ

リ
ア
フ
リ
ー
化
事
業
４
千
百
万
円
を

合
わ
せ
た
最
終
的
な
概
算
事
業
費
が

８
億
３
百
万
円
（
２
億
８
千
２
百
万
円

の
増
額
）
と
な
っ
た
こ
と
に
関
し
て
最

施
設
整
備
の
内
容
に
つ
い
て
町
民
説
明
会
を
開
催

施
設
整
備
の
内
容
に
つ
い
て
町
民
説
明
会
を
開
催

施
設
整
備
の
内
容
に
つ
い
て
町
民
説
明
会
を
開
催
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終
案
の
内
容
や
検
討
の
経
緯
、
理
由
を

説
明
し
た
上
で
理
解
を
い
た
だ
く
た
め

に
開
催
し
た
も
の
で
す
。

あ
さ
ぎ
り
中
学
校
の
概
要
に
つ
い
て

　
（
平
成
24
年
４
月
の
開
校
時
）

・
生
徒
数
は
５
１
０
名
程
度
、
16

ク
ラ
ス
（
特
別
支
援
学
級
を
含

む
）
、
教
職
員
数
35
名
程
度
と
な

る
こ
と
を
想
定
し
て
い
ま
す
。
学

校
規
模
と
し
て
は
、
人
吉
第
一

中
学
校
と
ほ
ぼ
同
規
模
と
な
り
ま

す
。

・
開
校
ま
で
に
必
要
と
判
断
し
た
各

施
設
の
整
備
計
画
の
概
要
は
次
の

と
お
り
で
す
。

○
普
通
教
室
棟

・
現
在
の
教
室
棟
と
野
球
場
と
の
間

の
ス
ペ
ー
ス
を
利
用
し
て
建
築
し

ま
す
。
１
階
は
、
普
通
教
室
４
室
、

昇
降
口
、
給
食
配
膳
室
、
更
衣

室
、
ト
イ
レ
（
多
目
的
ト
イ
レ
を

含
む
）、
少
人
数
教
室
。
２
階
は
、

普
通
教
室
４
室
、
生
徒
会
室
、
社

会
科
室
、
教
材
庫
、
ト
イ
レ
（
多

目
的
ト
イ
レ
を
含
む
）、
少
人
数

教
室
の
配
置
と
な
っ
て
い
ま
す
。

・
普
通
教
室
は
特
別
支
援
学
級
を
含

め
て
平
成
27
年
度
に
最
大
18
ク
ラ

ス
と
な
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
る
た

め
、
現
在
の
普
通
教
室
棟
の
教
室

（
10
教
室
）
と
並
ぶ
形
で
南
側
の

１
、
２
階
に
８
教
室
を
配
置
す
る

案
と
な
っ
て
い
ま
す
。

・
当
初
案
よ
り
普
通
教
室
４
室
、
給

食
配
膳
室
、
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
な
ど

の
分
が
増
額
と
な
り
ま
し
た
。

・
現
在
の
普
通
教
室
棟
に
つ
い
て

は
、
耐
震
補
強
工
事
（
１
階
部
分

２
カ
所
）
を
行
い
ま
す
。

○
特
別
教
室
棟

・
現
在
の
理
科
教
室
と
準
備
室
、
薬

品
庫
を
共
用
す
る
形
で
図
書
室
部

分
を
第
２
理
科
教
室
と
し
て
改
修

し
ま
す
。

・
旧
視
聴
覚
（
Ｌ
Ｌ
）
教
室
は
段
差

を
解
消
、
増
床
し
て
図
書
室
（
書

架
部
分
を
含
む
）
と
し
て
改
修
し

ま
す
。
ま
た
、
放
送
室
の
一
部
を

図
書
を
利
用
す
る
教
室
と
し
て
改

修
し
ま
す
。

・
現
多
目
的
室
の
一
角
に
旧
５
中
学

校
の
歴
史
な
ど
を
展
示
す
る
ス

ペ
ー
ス
を
設
け
ま
す
。
ま
た
、
多

目
的
室
は
、
学
年
毎
の
ラ
ン
チ

ル
ー
ム
や
各
種
会
合
が
で
き
る
よ

う
改
修
し
ま
す
。
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○
屋
外
部
室

・
現
在
の
屋
外
部
室
に
つ
い
て
は
、

昭
和
47
年
建
築
で
あ
り
老
朽
施
設

と
な
っ
て
い
ま
す
。
あ
さ
ぎ
り
中

学
校
で
は
、
現
在
の
上
中
学
校
の

部
活
数
に
加
え
新
た
な
部
活
の
創

設
が
予
想
さ
れ
る
た
め
、
男
女
別

に
８
室
の
部
室
を
整
備
す
る
必
要

が
あ
る
と
判
断
し
ま
し
た
。
な

お
、
現
在
の
野
球
部
室
は
、
普
通

教
室
棟
の
建
築
予
定
地
内
に
あ
る

た
め
移
転
改
築
す
る
必
要
が
あ
り

ま
す
。

○
設
計
・
監
理
費

・
増
築
、
改
修
に
伴
う
設
計
費
用
の

増
額
に
加
え
、
複
雑
な
構
造
と
な

る
建
築
物
の
工
事
に
関
す
る
施
工

監
理
業
務
委
託
費
用
が
必
要
と
な

り
ま
す
。

※
町
で
は
、
教
育
委
員
会
と
の
協
議

に
お
い
て
、
現
在
の
上
中
学
校
に

お
け
る
施
設
管
理
上
の
懸
案
事
項

の
解
消
を
合
わ
せ
て
行
う
こ
と
が

必
要
と
判
断
し
、
次
の
改
修
事
業

に
つ
い
て
今
回
国
の
補
正
予
算
で

あ
る
臨
時
交
付
金
事
業
で
行
う
こ

と
し
て
い
ま
す
。

●
管
理
棟
屋
根
改
修

・
上
中
学
校
の
管
理
棟
（
職
員
室
）

は
毎
年
の
よ
う
に
部
分
的
な
雨
漏

り
が
発
生
し
て
お
り
、
そ
の
都
度

補
修
を
行
っ
て
き
ま
し
た
が
、
今

回
の
職
員
室
増
床
に
合
わ
せ
て
抜

本
的
な
防
水
対
策
工
事
を
行
う
こ

と
が
必
要
と
判
断
し
ま
し
た
。

●
バ
リ
ア
フ
リ
ー
化
事
業

・
上
中
学
校
は
、
各
施
設
の
基
礎

部
分
の
高
さ
の
違
い
か
ら
施
設

（
棟
）
間
の
渡
り
廊
下
と
入
口
に

お
い
て
段
差
（
階
段
）
が
生
じ
て

い
る
た
め
、
ス
ロ
ー
プ
や
手
摺
り

を
設
置
す
る
こ
と
に
よ
り
段
差
を

解
消
す
る
バ
リ
ア
フ
リ
ー
化
が
必

要
と
判
断
し
ま
し
た
。

▲　バリアフリー化で段差を解消します

・
増
築
施
設
や
施
設
の
改
修
に
よ
る

下
水
道
へ
の
接
続
、
雨
水
排
水
設

備
等
の
工
事
が
必
要
と
な
り
ま

す
。

・
増
築
教
室
棟
の
建
築
な
ど
に
伴
う

樹
木
、
工
作
物
等
の
解
体
撤
去
費

用
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

○
駐
輪
場

・
あ
さ
ぎ
り
中
学
校
で
は
、
ス
ク
ー

ル
バ
ス
通
学
者
以
外
の
生
徒
が
自

転
車
通
学
と
な
る
こ
と
を
想
定

し
、
現
在
の
駐
輪
場
を
北
門
近
く

に
移
転
改
築
し
、
４
５
０
台
収
容

可
能
な
屋
根
付
き
駐
輪
場
と
し
て

整
備
す
る
計
画
と
な
っ
て
い
ま

す
。

○
管
理
棟

・
教
職
員
数
の
増
加
に
対
応
す
る
た

め
に
職
員
室
を
グ
ラ
ウ
ン
ド
側
に

増
床
し
ま
す
。
ま
た
、
男
女
別
の

更
衣
室
を
は
じ
め
、
印
刷
需
要
の

増
大
の
た
め
の
印
刷
室
や
書
類
等

を
収
納
す
る
事
務
書
庫
を
改
修
し

ま
す
。

○
音
楽
室

・
２
ク
ラ
ス
合
同
で
の
授
業
が
可
能

と
な
る
よ
う
教
室
の
増
床
を
行
い

ま
す
。
ま
た
、
旧
４
中
学
校
か
ら

の
楽
器
類
の
移
行
に
伴
う
楽
器

収
納
ス
ペ
ー
ス
の
設
置
を
行
い
ま

す
。

○
そ
の
他
施
設
内
環
境

・
増
築
す
る
教
室
棟
や
改
修
な
ど
に

伴
う
電
気
設
備
の
改
修
が
必
要
と

な
り
ま
す
。

・
普
通
教
室
棟
の
建
築
予
定
地
内
に

あ
る
合
併
処
理
浄
化
槽
（
流
域

下
水
道
に

接
続
さ
れ

た
た
め
、

現
在
未
使

用
）
の
撤

去
費
用
が

必
要
と
な

り
ま
す
。

▲　理科教室の増設など改修を行う特別教室棟
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２
月
８
日
か
ら
５
日
間
各
校
区
会
場
で
実
施
し
た
説
明
会
の
概
要
を
お
知
ら
せ
い

た
し
ま
す
。
５
会
場
で
２
４
２
名
の
方
々
に
出
席
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
貴
重
な

ご
意
見
ご
提
案
を
い
た
だ
き
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

※
時
間
は
各
会
場
午
後
７
時
30
分
開
会

●
２
月
８
日
（
月
）
須
恵
校
区
（
会
場
：
須
恵
文
化
ホ
ー
ル
）

●
２
月
９
日
（
火
）
深
田
校
区
（
会
場
：
せ
き
れ
い
館
）

●
２
月
10
日
（
水
）
上
校
区
（
会
場
：
Ｊ
Ａ
く
ま
あ
さ
ぎ
り
支
所
）

●
２
月
11
日
（
木
）
岡
原
校
区
（
会
場
：
も
み
じ
館
）

●
２
月
12
日
（
金
）
免
田
校
区
（
会
場
：
ポ
ッ
ポ
ー
館
）

　

各
会
場
で
の
主
な
質
疑
の
概
要
は
次

の
と
お
り
で
す
。

Ｑ
：
当
初
説
明
し
た
５
億
２
千
百
万
円

か
ら
の
大
幅
な
増
額
は
い
か
が
な
も

の
か
。な
ど
概
算
事
業
費
の
増
額
に

つ
い
て
。

Ａ
：
当
初
説
明
し
た
試
算
額
に
つ
い
て

は
重
く
受
け
止
め
て
い
ま
す
。

　

当
時
は
専
門
の
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト

に
よ
る
積
算
で
は
な
く
、職
員
の
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
で
近
隣
の
建
築

事
例
を
参
考
に
試
算
を
行
い
ま
し
た

が
、積
算
が
甘
か
っ
た
点
に
つ
い
て

は
認
め
ざ
る
を
得
ま
せ
ん
。町
で
は
、

昨
年
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
に
基
本
配
置

案
、概
算
事
業
費
の
積
算
な
ど
を
業

務
委
託
し
専
門
部
会
や
準
備
委
員
会

で
の
協
議
結
果
を
ふ
ま
え
て
開
校
ま

で
に
整
備
が
必
要
な
事
業
と
判
断
を

し
た
上
で
今
回
の
説
明
に
至
っ
て
い

ま
す
の
で
ご
理
解
を
お
願
い
い
た
し

ま
す
。

Ｑ
：
工
事
中
の
安
全
性
に
つ
い
て
は
ど

う
考
え
て
い
る
の
か
。

Ａ
：
開
校
ま
で
の
工
事
期
間
中
は
現
に

上
中
学
校
の
生
徒
が
授
業
を
受
け
て

い
る
こ
と
に
な
る
こ
と
か
ら
、各
工

事
の
施
行
に
関
し
て
は
実
施
設
計
の

段
階
か
ら
出
来
る
限
り
授
業
の
妨
げ

と
な
ら
な
い
よ
う
工
事
工
程
の
調
整

を
行
う
予
定
で
す
。

　

ま
た
、安
全
管
理
に
つ
い
て
も
十
分

に
配
慮
さ
れ
る
よ
う
努
め
て
い
き
ま

す
。

Ｑ
：
プ
ー
ル
や
グ
ラ
ウ
ン
ド
周
辺
に
フ

ェ
ン
ス
が
な
く
安
全
性
を
心
配
す

る
。ま
た
、開
校
前
に
見
学
す
る
機
会

を
設
け
た
ら
ど
う
か
。

Ａ
：
プ
ー
ル
に
つ
い
て
は
、校
外
か
ら
内

部
が
見
え
な
い
よ
う
フ
ェ
ン
ス
な
ど

を
配
慮
す
る
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

見
学
に
つ
い
て
は
、昨
年
か
ら
各
学

校
間
の
交
流
機
会
の
増
大
に
努
め
て

お
り
、今
後
も
合
同
で
の
学
校
見
学

会
や
学
習
会
な
ど
ス
ム
ー
ズ
な
新
設

中
学
校
の
移
行
に
向
け
て
交
流
事
業

を
検
討
し
て
実
施
し
て
い
き
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
。

Ｑ
：
木
造
校
舎
の
建
築
は
。部
室
数
に
つ

い
て
は
生
徒
数
増
を
見
越
し
て
整
備

し
て
ほ
し
い
。

Ａ
：
木
造
に
つ
い
て
は
そ
れ
ぞ
れ
メ
リ

ッ
ト
・
デ
メ
リ
ッ
ト
が
考
え
ら
れ
ま

す
。計
画
で
は
現
在
の
教
室
棟
の
隣

に
建
築
す
る
こ
と
に
な
る
の
で
現
在

の
校
舎
と
異
質
な
建
築
物
で
は
既
存

校
舎
に
対
し
て
の
影
響
が
大
き
い
と

思
わ
れ
ま
す
。

　

増
築
棟
は
基
本
を
Ｒ
Ｃ（
鉄
筋
コ
ン

ク
リ
ー
ト
）で
出
来
る
限
り
木
質
化

を
考
え
て
い
ま
す
。部
室
に
つ
い
て

は
、開
校
後
新
た
に
創
部
さ
れ
る
で

あ
ろ
う
部
活
動
を
想
定
し
て
計
画
し

て
い
き
ま
す
。な
お
、教
室
等
の
増
築

場
所
に
あ
る
野
球
部
室
は
移
転
改
築

の
予
定
で
す
。

Ｑ
：
ス
ク
ー
ル
バ
ス
、通
学
路
線
の
整
備

に
つ
い
て
は
。

Ａ
：
ス
ク
ー
ル
バ
ス
路
線
等
に
つ
い
て

は
、昨
年
に
引
き
続
き
意
見
聴
取
会

を
開
催
す
る
な
ど
引
き
続
き
検
討
し

て
い
く
予
定
で
す
。通
学
環
境
に
つ

い
て
は
、各
学
校
お
よ
び
Ｐ
Ｔ
Ａ
か

ら
想
定
通
学
路
に
お
け
る
危
険
箇
所

に
つ
い
て
の
意
見
集
約
結
果
を
再
度

各
学
校
、Ｐ
Ｔ
Ａ
に
対
し
て
内
容
を

確
認
し
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

　

以
上
の
ほ
か
、
駐
車
場
整
備
、
既
設

ト
イ
レ
の
バ
リ
ア
フ
リ
ー
化
な
ど
様
々

な
ご
意
見
ご
提
案
を
い
た
だ
き
ま
し

た
。
あ
さ
ぎ
り
町
お
よ
び
町
教
育
委
員

会
で
は
今
回
の
貴
重
な
ご
意
見
や
ご
提

案
な
ど
を
参
考
と
し
て
、
開
校
に
向
け

て
必
要
な
整
備
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

町
民
説
明
会
の
概
要
に
つ
い
て

町
民
説
明
会
の
概
要
に
つ
い
て

町
民
説
明
会
の
概
要
に
つ
い
て
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最終回

メンタルヘルスについて
　最近「メンタルヘルス」という言葉がよく使われます。メンタルヘルスとは「心の健康」という意
味です。健康であるということは、身体はもとより心の問題を含めて健全であることなので、メンタ
ルヘルスの目的は、心身ともに充実した健康状態をめざすことです。
　人間関係や仕事に『悩み』を感じることは、誰にでもあるものです。『悩み』とは、なかなか周りの人に
言えないからこそ悩みなのですが、それではいつまでたっても解決しませんし、さらに心配の種が増え
てしまう可能性もあります。ストレス過多が長引くと、心や体の病気を起こすこともあります。
　悩みは、誰かに話すことで、気持ちが楽になるものです。話すことで、自分の中で心の整理がつく
こともあります。自分では気づかなかった良い解決法を得られることもありますので、ひとりで悩ま
ず、メンタルヘルス相談やこころの健康相談をご利用ください。毎月１回相談日
を設けています。人に言えない悩みこそ、専門家の心理士や精神科医に話してみ
ませんか？秘密は固く守られ、ご本人だけでなく、家族や友人、職場の方からの
ご相談にも応じます。

こんな時はご利用ください

＊今回で「こころの健康づくりプロジェクト」は終了しますが、今後は「あさぎり健康２１応援コー
ナー」でこころの健康について掲載していきます。ぜひ健康づくりにお役立てください。

◎こころの健康相談　　　５月２５日（火）　無料　予約制
　精神科医師が相談に応じます。

◎メンタルヘルス相談　　５月２８日（金）　無料　予約制
　臨床心理士によるカウンセリングです。

	　　　お問い合わせ先　あさぎり町　保健環境課　☎45-7216

【ストレスや人間関係の問題】
・ストレスがたまる、憂うつな気分が続く
・不安が強い、イライラしてしまう 
・気を遣いすぎて疲れてしまう 
・人前に出るのが怖い、職場に行けない
・人間関係で疲れてしまう　　　　など

【心身の不調や病気を相談したい】
・うつ病、認知症の悩み
・アルコール依存症の悩み
・更年期障害の悩み
・パニック障害の悩み
・不眠の悩み、安定剤等の薬の悩み　など

【家庭・家族の問題】
・育児や介護での心身の疲れや悩み
・アルコール、ギャンブル、借金などに問

題のある家族がいて悩んでいる 
・夫婦のコミュニケーションがうまくいか

ない、家族関係で疲れてしまう　など

【自分自身の問題】
・育児や自分に自信がもてない 
・いつも虚しさや申し訳なさを感じている 
・自分の性格を見直してみたい 
・もっと前向きになりたい　など
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　　　　　　事前の申し込みは不要で、どなたでも参加できます。当日直接会場へお越しください。

　　明廿橋の河川敷周辺を歩く約 3 ｋｍ（歩数　約 6,000 歩）の
　コースです。バラの原種であるツクシイバラの群生を見ること
　ができます。
　　日　　　時　５月２３日（日）　午前８時集合
　　集 合 場 所　せきれい館駐車場
　　用意するもの　帽子、歩きやすい服装・靴、水分　など
　　主　　　催　あさぎり町公民館　あさぎり町運動普及推進員会
　　雨天の場合は中止します。

『歯周病』とたばこの関係
　あさぎり健康 21 応援コーナー

お問い合わせ先　あさぎり町　保健環境課　☎45-7216

　『歯周病』とは歯の周囲に付着した歯垢が歯と歯肉の隙間に入り
込み、歯を支えている骨を溶かしてしまう病気です。歯垢には非常
に多くのバクテリアが含まれていて、そのバクテリアの出す毒素が
歯肉に炎症を起こし、そして歯を支えている骨を溶かすのです。歯
肉からの出血、口臭、口の中のネバネバ、歯肉がブヨブヨ、歯がグ
ラグラするなどの症状がありますが、軽症のときは無症状のことが
多く、かなり重症になるまで放置されていることが多いようです。
歯を失くす原因の半分は歯周病と言われています。歯周病を予防す
るためには、日ごろの歯磨きや定期的な歯石除去・健診が大事ですが、たばことの関係
も深く、一日 10 本以上吸っている人が歯周病にかかる危険性は、吸わない人の 5.4 倍、
10 年以上吸っている人は 4.3 倍にも上昇し、また重症化しやすくなります。禁煙するこ
とでこの危険性は下がっていくことが分かっています。

たばこが歯周病を悪化させる理由
ニコチンや煙に含まれる一酸化炭素が
　◎歯周病菌と戦う白血球の機能を低下させる
　◎血管が収縮して歯肉に十分な酸素や栄養素が供給されない
　◎組織修復機能を妨げる
　これらの作用により、喫煙者の歯周病は発症すると進行が早
く、治りにくくなってしまうのです。また、出血の自覚症状が
出にくく、発見が遅れる原因ともなります。お口の中の健康が
気になる方には、禁煙は必要不可欠なようです。

お問い合わせ先　あさぎり町　保健環境課　☎45-7216

ツクシイバラの咲く球磨川周辺コース

み ん な で 楽 し く ウ ォ ー キ ン グ
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日　　時　５月１２日（水）
　　　　　午後１時～午後４時（予約制）
場　　所　旧須恵村役場別館
相 談 料　無料（予約後のキャンセルについては
　　　　　キャンセル料を負担していただく場合
　　　　　がありますのでご了承ください）
相談時間　１人につき３０分

　次回は６月９日（水）に白寿荘を予定していま
す。
※毎月第２水曜日に開催し
ています。

申込 ･お問い合わせ先　　あさぎり町　社会福祉協議会　☎49-4505

無 料 法 律 相 談 所 の 開 設 に つ い て

　あさぎり町社会福祉協議会では、弁護士による法律相談を次のとおり実施します。悩みのあ
る方はお気軽にご相談ください。秘密は厳守されます。

Hello, everyone!!ALT’s 
コーナー

A special gift

　In Japan, March marks the end of the school year. A student 
will either move up one grade or graduate from that school. 
I teach English not only at the junior high schools and the 
elementary schools, but also nursery schools.  
　One day in March I received a special gift from the students 
who will graduate Senryuji Nursury School. It was a nicely 
decorated poster board with a hand drawn picture of me on the 
front cover! Inside the poster board were hand drawn pictures 
of every student and a group photo of all of us together! I was 
so happy to receive it. I will miss all of the graduating students 
dearly!　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Alex Enoki

特別な贈り物
　日本では３月が学年末です。生徒は進級したり、卒業したりします。私は小学校、中学校だけでなく、保育園で
も英語を教えています。
　３月のある日、専立寺保育園を卒園する子ども達から、特別な贈り物をもらいました。それはきれいに飾られ
た色紙でした。表紙には私の似顔絵が描いてありました。色紙の中には子ども達１人１人が描いた自分の似顔
絵と、私も一緒に入った集合写真が貼ってありました。とてもうれしい贈り物でした。みんなが保育園を卒園し
てしまうと、とても寂しいです。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　エノキ・アレックス（訳：白柿浩美）

今月の英語
dearly=「とても、非常に」　
　Michael Jackson passed away last year and will be missed dearly by many fans.
　マイケル・ジャクソンが昨年亡くなり、多くのファンがすごく寂しい思いをするでしょう。

色紙の表紙

　

次
の
方
々
の
ご
遺
族
か
ら
、
あ
さ

ぎ
り
町
社
会
福
祉
協
議
会
へ
多
額
の

ご
寄
附
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
そ
の

使
途
に
つ
き
ま
し
て
は
、
ご
芳
志
に

添
う
よ
う
慎
重
に
考
慮
し
、
本
町
の

福
祉
向
上
の
た
め
大
切
に
使
わ
せ
て

い
た
だ
き
ま
す
。

　

ご
厚
情
に
深
く
感
謝
い
た
し
ま
す

と
と
も
に
、
故
人
の
ご
冥
福
を
心
か

ら
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。

（
平
成
22
年
３
月
１
日
～
３
月
末
日

受
付
分
ま
で
）
※
敬
称
略

校
区　
　

寄
附
者　
　
　

故
人

　

岡
原　

大
森　

紘
壽　

大
森　

マ
ス

　

岡
原　

黒
木
ス
ミ
子　

黒
木　

靜
男

　

上　
　

髙
田　

靖
子　

髙
田　

欽
一

　

免
田　

橋
本　

豊
勝　

橋
本
ヨ
シ
ノ

　

上　
　

中
村　

玲
子　

中
村　

勇
吉

　

岡
原　

舛
本　

敦　
　

舛
本　

量

　

上　
　

樅
木
カ
ズ
子　

樅
木　

晴
男

　

上　
　

才
藤
イ
ツ
カ　

才
藤　

武
士

　

上　
　

山
口　

善
惠　

山
口　

實
義

　

深
田　

田
中　

孝　
　

田
原
ト
シ
エ

　

須
恵　

万
江　

一
紀　

万
江　

恵
子

　

深
田　

坂
本　

強　
　

坂
本　

忠

　

上　
　

竹
田　

輝
雄　

竹
田
ハ
ツ
ネ

一
般
寄
附

　

免
田　
　

山
下　

完
二

　

多
良
木　

尾
方　

羊
助

社
協
へ
の
ご
寄
附

　

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

社
協
へ
の
ご
寄
附

　

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
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私
は
30
歳
の
と
き
に
福
岡
青
年
の
船
の
班
長
と

し
て
中
国
の
南
部
広
州
を
訪
問
し
ま
し
た
。
当
時

（
30
年
以
上
前
）
の
中
国
は
、
都
会
か
ら
少
し
田

舎
に
い
く
と
、
黒
い
服
を
着
て
も
っ
こ
を
担
い
で

田
ん
ぼ
の
整
地
を
し
て
い
る
人
た
ち
や
、
ぬ
か
る

み
の
庭
や
道
で
子
供
た
ち
が
は
だ
し
で
遊
び
ま
わ

っ
て
い
て
、
電
気
も
行
き
渡
っ
て
お
ら
ず
、
私
達

が
幼
か
っ
た
戦
後
間
も
な
い
頃
の
状
況
よ
り
、
も

う
少
し
前
の
時
代
の
様
な
気
が
し
ま
し
た
。

　

そ
の
後
あ
さ
ぎ
り
町
に
帰
っ
て
く
る
前
に
、
仕

事
で
何
度
か
中
国
に
行
き
、
そ
の
変
貌
と
ス
ピ
ー

ド
に
、
30
年
弱
で
こ
れ
ほ
ど
ま
で
に
変
わ
る
の
か

と
、
驚
嘆
致
し
ま
し
た
。
経
済
発
展
を
通
し
て
、

と
に
か
く
お
金
を
儲
け
る
事
が
最
優
先
で
進
め
ら

れ
て
い
た
か
ら
で
す
。

　

都
会
か
ら
少
し
離
れ
た
町
で
も
、
ア
パ
ー
ト
等

の
ビ
ル
の
工
事
が
沢
山
見
受
け
ら
れ
、
道
路
に
面

し
た
建
物
は
バ

イ
ク
の
店
、
車
の

タ
イ
ヤ
だ
け
、
バ

ッ
テ
リ
ー
だ
け

の
店
、
水
道
の
材

料
店
、
衣
服
店
、

飲
食
店
等
々
、
間

口
三
間
前
後
の

小
さ
な
店
で
い

っ
ぱ
い
で
す
。
ほ

と
ん
ど
の
店
が

道
路
側
に
開
放

さ
れ
、
夏
は
ラ
ン
ニ
ン
グ
姿
の
親
父
さ
ん
達
が
店

番
を
し
、
空
き
店
舗
は
ほ
と
ん
ど
み
か
け
ま
せ
ん

で
し
た
。

　

新
し
い
道
路
も
ど
ん
ど
ん
整
備
さ
れ
、
私
達
も

あ
ち
こ
ち
車
で
動
き
回
り
ま
し
た
が
、
郊
外
の
道

路
の
横
に
人
が
倒
れ
て
い
て
も
、
現
地
の
運
転
手

は
気
に
も
せ
ず
走
り
抜
け
て
い
き
ま
す
。
い
ち
い

ち
か
ま
っ
て
お
れ
な
い
（
警
察
も
）
と
い
う
感
じ

で
し
た
。

　

そ
し
て
気
に
な
っ
た
の
が
小
さ
な
溝
で
す
。
家

庭
ゴ
ミ
や
産
業
廃
棄
物
が
捨
て
ら
れ
、
ド
ブ
化
し

て
い
ま
し
た
。
金
銭
的
に
豊
か
な
人
た
ち
が
増
え

た
一
方
で
、
経
済
発
展
の
影
の
部
分
が
多
く
出
現

し
て
い
ま
し
た
。

　

最
近
の
中
国
の
経
済
発
展
は
、
当
時
（
５
～
６

年
前
）
よ
り
更
に
ス
ピ
ー
ド
が
増
し
て
い
る
と
聞

い
て
お
り
ま
す
。

　

私
が
見
て
き
た
状
況
を
あ
え
て
詳
し
く
書
き
ま

し
た
が
、
か
つ
て
日
本
で
も
工
業
製
品
が
ど
ん
ど

ん
生
産
さ
れ
る
中
で
、
様
々
な
環
境
汚
染
や
公
害

が
お
こ
り
、
住
民
運
動
や
地
域
の
努
力
に
よ
っ

て
、
そ
れ
ら
の
解
決
が
は
か
ら
れ
、
以
前
と
比
べ

る
と
格
段
に
改
善
さ
れ
て
い
ま
す
。
日
本
が
歩
ん

で
き
た
道
を
、
今
中
国
も
歩
い
て
い
る
と
い
う
こ

と
で
す
。
な
ぜ
日
本
の
環
境
汚
染
や
公
害
の
事
例

に
学
ば
な
い
の
だ
ろ
う
か
と
い
う
気
に
な
り
ま
す

が
、
最
初
か
ら
国
に
大
き
な
お
金
が
あ
る
わ
け
で

く
、
国
営
や
民
間
の
会
社
が
先
導
し
て
お
金
を
稼

い
で
、
そ
の
う
ち
に
国
の
お
金
が
回
り
だ
し
、
高

速
道
路
や
鉄
道
、
港
湾
や
空
港
な
ど
の
整
備
が
ま

ず
進
め
ら
れ
ま
す
。
そ
れ
ら
が
あ
る
程
度
進
ん
だ

後
に
や
っ
と
環
境
面
の
整
備
と
な
り
ま
す
。
残
念

な
が
ら
タ
イ
の
首
都
バ
ン
コ
ク
郊
外
の
農
村
も
、

か
つ
て
美
し
い
田
園
の
用
水
路
が
、
あ
ち
こ
ち
で

道
路
で
寸
断
さ
れ
、
下
水
に
汚
さ
れ
ゴ
ミ
が
対
流

し
て
い
る
の
を
見
ま
し
た
。

　

こ
の
様
に
経
済
発
展
の
影
の
部
分
も
抱
え
な
が

ら
、
こ
れ
か
ら
も
高
度
経
済
成
長
を
続
け
て
い
く

中
国
や
東
南
ア
ジ
ア
の
諸
国
。
特
に
中
国
は
世
界

の
経
済
を
左
右
す
る
存
在
に
な
り
、
日
本
も
経
済

維
持
の
為
に
は
こ
の
国
を
抜
き
に
し
て
は
語
れ
な

く
な
り
ま
し
た
。
既
に
中
国
の
富
裕
層
の
購
買
力

は
、
日
本
を
超
え
る
ま
で
に
な
り
ま
し
た
。

　

こ
れ
か
ら
の
日
本
は
人
口
が
減
少
に
向
か
い
、

高
齢
化
も
進
む
こ
と
か
ら
、
工
業
製
品
や
農
産
物

の
消
費
は
減
っ
て
行
き
、
国
内
で
作
れ
ば
売
れ
る

時
代
は
過
去
の
事
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

一
方
で
、
高
度
な
技
術
を
要
す
る
製
品
や
部
品
、

安
心
度
の
高
い
食
料
品
等
は
日
本
か
ら
中
国
に
沢

山
輸
出
さ
れ
て
お
り
ま
す
。
中
国
や
東
南
ア
ジ
ア

の
経
済
的
に
豊
か
に
な
っ
た
人
達
が
、
ど
の
様
な

事
に
興
味
を
持
ち
、
何
を
欲
し
が
っ
て
い
る
の
か

…
。
球
磨
・
人
吉
の
農
業
を
中
心
に
日
本
の
み
な

ら
ず
海
外
の
動
き
も
し
っ
か
り
視
野
に
入
れ
な
が

ら
、
取
り
組
ん
で
い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

山
奥
で
限
ら
れ
た
魚
を
追
う
の
か
、
魚
は
い
っ

ぱ
い
い
る
が
釣
り
場
ま
で
た
ど
り
着
く
に
は
、
道

も
見
え
な
い
よ
う
な
と
こ
ろ
を
目
指
し
チ
ャ
レ
ン

ジ
し
て
い
く
の
か
。
山
に
囲
ま
れ
自
然
豊
か
な
球

磨
郡
で
す
が
、
目
線
は
山
並
み
の
彼
方
、
そ
れ
も

日
本
を
越
え
た
世
の
中
の
動
き
も
捉
え
な
が
ら
、

大
き
く
目
を
開
い
て
取
り
組
む
。
若
い
人
達
は
特

に
こ
の
様
な
目
線
で
活
動
し
て
欲
し
い
と
思
い
ま

す
。

あ
さ
ぎ
り
町
長
　
愛
甲
一
典

こんにちは　町長です �

目　

線　

を　

高　

く
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　３月７日に小学生との交流事業としてアイススケート教室を開催しました。あさ
ぎり町内の小学生４～６年生を対象として毎年恒例になりつつある行事となってき
ましたが…、青年団員＋団員候補 19 名と今年はなんと !! 例年の倍といえる 93 名
の小学生の参加となりました♪早朝からバス３台で熊本市内のアクアドームへ、自
己紹介やゲームを楽しみながら目的地へと向かいました！
　初めてアイススケートをすると口にする子も多かったですが…、最初は恐る恐る
滑っていた子ども達もしばらく滑るとコツをつかんだようで、競争をしたり班のお

友達や青年団員と手をとりスイスイ♪と滑
る姿が見られました。時間いっぱいみんな
で楽しい１日を過ごせたようです☆

■□あさぎり町青年団問合せ先■□
　メール　asa-seinen@silver.plala.or.jp
　ブログ　http://pub.ne.jp/asa_seinen/

パ
ソ
コ
ン
講
座
受
講
生
募
集

　

働
く
人
の
パ
ソ
コ
ン
講
座
応
用
編
を

開
催
し
ま
す
。
現
在
、
お
仕
事
を
し
て

い
る
方
、
パ
ソ
コ
ン
の
基
本
操
作
が
で

き
る
方
が
対
象
で
す
。
デ
ー
タ
活
用
方

法
を
学
ん
で
仕
事
の
効
率
ア
ッ
プ
に
つ

な
げ
ま
し
ょ
う
。

日　

程　

７
月
、
８
月
、
９
月
の
各
土

曜
日
の
う
ち
10
日
間

時　

間　

午
前
９
時
～
午
後
４
時
（
６

日
間
）、
午
前
９
時
～
午
後
４
時
30

分
（
４
日
間
）

会　

場　

人
吉
球
磨
能
力
開
発
セ
ン

タ
ー　

Ｏ
Ａ
教
室

内　

容　

ワ
ー
ド
（
ポ
ス
タ
ー
、
宛
名

ラ
ベ
ル
作
成
等
）、
エ
ク
セ
ル
（
見

積
書
作
成
等
）、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

募
集
人
員　

20
名

受
付
開
始　

６
月
24
日
（
木
）

　

定
員
に
な
り
次
第
締
切

受
講
料　

１
０
，
０
０
０
円　
（
教
科

書
代
４
，
０
０
０
円
を
含
む
）

申
込
・
お
問
い
合
わ
せ
先

　

職
業
訓
練
法
人

　

人
吉
球
磨
能
力
開
発
セ
ン
タ
ー

　

☎
２
２-

２
４
７
５

　

肝
炎
治
療
は
早
期
発
見
が
大
切
で

す
。
無
料
検
査
を
受
け
ま
し
ょ
う
。

　

Ｂ
型
肝
炎
・
Ｃ
型
肝
炎
は
、
肝
炎
ウ

イ
ル
ス
の
感
染
に
よ
っ
て
起
こ
る
肝
臓

の
病
気
で
す
。
自
覚
症
状
が
ほ
と
ん
ど

な
い
た
め
、
検
査
を
し
な
い
と
、
自
分

が
肝
炎
で
あ
る
か
ど
う
か
は
わ
か
り
ま

せ
ん
。

　

県
で
は
、
各
保
健
所
お
よ
び
県
内
約

６
４
０
の
医
療
機
関
で
肝
炎
ウ
イ
ル
ス

の
無
料
検
査
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
40

歳
以
上
で
ま
だ
一
度
も
検
査
を
受
け
た

こ
と
が
な
い
方
は
、
早
め
に
検
査
を
受

け
ま
し
ょ
う
。
検
査
は
採
血
だ
け
で
す

の
で
、
短
時
間
で
終
了
し
ま
す
。

　

な
お
、県
で
は
、肝
炎
イ
ン
タ
ー
フ
ェ

ロ
ン
治
療
費
お
よ
び
核
酸
ア
ナ
ロ
グ
製

剤
治
療
費
の
助
成
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

詳
し
く
は
、
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

い
。

 

肝
炎
ウ
イ
ル
ス
の

　
　
　
　 

無
料
検
査
実
施
中

	

お
問
い
合
わ
せ
先

　

人
吉
保
健
所

　
　

☎
２
２-

３
１
０
７
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掲 載 枠：「広報あさぎり」紙面の最下段１枠（縦 45㍉×横 170㍉）
申込方法：企画財政課備え付けの広告掲載申込書に広告の版下を添えて、掲

載希望号の１ヶ月前までに提出。
申 込 先：企画財政課　☎45-7211（直通）
掲載しない内容
●政治性若しくは宗教性のあるもの又は選挙関係のもの●意見広告又は名刺広告に類す
るもの風俗営業又はこれに類するもの●商品先物取引又は貸金業に類するもの●通信販
売又は訪問販売に類するもの●求人広告又はこれに類するもの●公序良俗に反するもの
●その他町長が適当でないと認めるもの

広告募集
このスペースに広告を掲載しませんか？

１枠１回 15,000 円

 

障
が
い
の
あ
る
方
を
対
象
に
し
た

　
　
　
　
　
　 

職
業
訓
練
生
募
集

　

障
が
い
の
あ
る
方
を
対
象
に
し
た
職

業
訓
練
生
を
募
集
し
ま
す
。

在
宅
パ
ソ
コ
ン
技
能
習
得
科

対
象
と
な
る
障
が
い　

身
体
（
聴
覚
・

上
肢
・
下
肢
・
内
部
）・
精
神
・
難
病

定
員　

５
名

内
容　

ｅ
―ラ
ー
ニ
ン
グ
を
使
用
し
、

ワ
ー
ド
・
エ
ク
セ
ル
の
基
礎
と
応
用
、

パ
ワ
ー
ポ
イ
ン
ト
、
ア
ク
セ
ス
の
利

用
技
術
を
習
得
す
る

募
集
期
間　

３
月
16
日
（
火
）
～
４
月

30
日
（
金
）

訓
練
期
間　

６
月
１
日
（
火
）
～
８
月

27
日
（
金
）

訓
練
場
所　

自
宅

ス
ク
ー
リ
ン
グ　

月
に
１
回
程
度
熊
本
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お問い合わせ先	 須恵文化ホール　☎45-5511
	 まつぼっくり事務局　☎090-6639-9559

日時　５月４日（火）　
　　　13：30開場　14：00開演
場所　須恵文化ホール
主催　あさぎり町教育委員会

あさぎり町須恵文化ホール自主文化事業

人吉影絵劇サークル『まつぼっくり』
第39回定期公演

入場無
料
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☆誕生石 —　エメラルド、翡翠

☆星　座 —　牡牛座（4 月 20 日～ 5 月 20 日）、双子座（5 月 21 日～ 6 月 21 日）

☆誕生花 —　カーネーション、スズラン、ショウブ

◎本庁舎
総 務 課 ☎ 45-1111
企 画 財 政 課 ☎ 45-7211
税 務 課 ☎ 45-7212
町 民 課 ☎ 45-7213
会 計 課 ☎ 45-7224
保 健 環 境 課 ☎ 45-7216
教育委員会・教育課 ☎ 45-7226
商 工 観 光 課

（無料職業紹介所） ☎ 45-1111

◎東庁舎
建 設 課 ☎ 45-7221
上 下 水 道 課 ☎ 45-7222
農 林 振 興 課 ☎ 45-7218
商 工 観 光 課 ☎ 45-7220
農 業 委 員 会 ☎ 45-7225

◎ 総合福祉センター
福祉課　福祉総合 ☎ 45-7214
福祉課　高齢福祉 ☎ 45-7215
福祉課　地域包括支援センター
 ☎ 45-7231
福祉課　介護・障がい認定審査会 
 ☎ 45-3920

◎各支所など
議会事務局 ☎ 47-0312
上支所 ☎ 47-0311
岡原支所 ☎ 45-2222
須恵支所 ☎ 45-1121
深田支所 ☎ 45-1133
福祉課 しらがね寮 ☎ 45-6668
社会福祉協議会 ☎ 49-4505
学校給食センター ☎ 43-1733

（土・日・祝祭日の支所への電話は、役場本庁舎へ転送されます）

皐
さつき

月５月
Ｍ ａ ｙ

５　月　休　日　在　宅　当　番　医　（町のホームページでも検索できます）

期 　 日 上 球 磨 中 球 磨 そ の 他 地 域 小 児 科

5 月 2 日 横 山 医 院
（多良木町） ☎ 42-2132

高田内科医院
（錦町） ☎ 38-3677

緒 方 医 院
（相良村） ☎ 35-0131

たかはし小児科内科医院
（人吉市） ☎ 24-2222

5 月 3 日 仁田畑クリニック
（多良木町） ☎ 42-1123

田 中 医 院
（錦町） ☎ 38-0061

やまむら医院
（あさぎり町） ☎ 45-0005

5 月 4 日 井 口 医 院
（多良木町） ☎ 42-5570

深水内科医院
（錦町） ☎ 38-3221

人吉総合病院小児科
（人吉市） ☎ 22-2191

5 月 5 日 東 病 院
（あさぎり町） ☎ 45-5711

酒瀬川内科
（錦町） ☎ 42-1123

増田クリニック
（人吉市） ☎ 22-357

5 月 9 日 犬童耳鼻咽喉科
（多良木町） ☎ 43-0777

ほづみ皮膚科医院
（錦町） ☎ 26-5300

公立多良木病院小児科
（多良木町） ☎ 42-2560

5 月 16 日 桑 原 医 院
（あさぎり町） ☎ 45-0205 

小川整形外科医院
（錦町） ☎ 38-3455

たかはし小児科内科医院
（人吉市） ☎ 24-2222

5 月 23 日 古 城 病 院
（水上村） ☎ 44-0321

小林クリニック
（錦町） ☎ 45-1125

やまむら医院
（あさぎり町） ☎ 45-0005

5 月 30 日 そ の だ 医 院
（湯前町） ☎ 43-2063

こんどう整形外科
（あさぎり町） ☎ 45-6555

人吉総合病院小児科
（人吉市） ☎ 22-2191

＊診療時間は午前９時から午後５時までとなります。なお、諸事情により変更の場合がありますので受診時は医療機関にご確認ください。

交通事故の発生状況（1月1日から3月末日まで）
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多良木町あさぎり町 湯前町 水上村

Ｈ21

Ｈ22

交通事故の発生状況（1月1日から3月末日まで）

町村別事故発生状況多良木警察署管内の事故情勢
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人身事故件数 死者数 負傷者数

平成 21 年 15 件 1 人 18 人

平成 22 年 23 件 0 人 32 人

前年比 + 8 件 - 1 人 + 14 人

前月比 + 8 件 ± 0 人 + 10 人
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５ 月 行 事 予 定 表
日 曜日 主　な　行　事　予　定　等 お問い合わせ先
1 土
2 日 リサイクルの日（岡原） 保 健 環 境 課
3 月 憲法記念日

4 火 みどりの日
人形影絵劇サークル『まつぼっくり』公演：須恵文化ホール（13:30 ～　開場） 教 育 課

5 水 こどもの日

6 木
母子健康手帳交付日：免田保健センター（9:00 ～ 9:20　受付）
年金相談：多良木町役場 9:00 ～ 15:00（9:00 ～ 11:30/13:00 ～ 14:30　受付）
転倒予防免田ＯＢ教室：総合福祉センター（13:30 ～）

保 健 環 境 課
町 民 課
保 健 環 境 課

7 金
8 土
9 日 リサイクルの日（免田） 保 健 環 境 課
10 月
11 火 転倒予防須恵ＯＢ教室：須恵文化ホール（13:30 ～） 保 健 環 境 課
12 水 無料法律相談：旧須恵村役場別館（13:00 ～ 16:00　予約制） 社会福祉協議会
13 木 転倒予防深田ＯＢ教室：せきれい館（13:30 ～） 保 健 環 境 課

14 金 転倒予防岡原ＯＢ教室：岡原保健センター（13:30 ～）
思春期子育て相談：免田保健センター（14:00 ～ 18:00　予約制）

保 健 環 境 課
保 健 環 境 課

15 土

16 日 リサイクルの日（上）
上中、免田中、岡原中体育祭

保 健 環 境 課
教 育 課

17 月 母子健康手帳交付日：免田保健センター（9:00 ～ 9:20　受付） 保 健 環 境 課

18 火 転倒予防上ＯＢ教室：白寿荘（9:30 ～）
子育てサロン Humming：温華乃遥（9：30 ～ 11：30）

保 健 環 境 課
社会福祉協議会

19 水 育児相談：免田保健センター（9:30 ～ 11:00　受付） 保 健 環 境 課
20 木 年金相談：人吉総合病院 9:00 ～ 15:00（9:00 ～ 11:30/13:00 ～ 14:30　受付） 町 民 課
21 金
22 土

23 日 リサイクルの日（須恵・深田）
須恵小・中合同運動会

保 健 環 境 課
教 育 課

24 月

25 火

メンタルヘルス相談：免田保健センター（13:30 ～　予約制）
保育料（５月分）口座振替日
介護保険料（５月分）口座振替日
町営住宅使用料（５月分）口座振替日
上下水道使用料（５月分）口座振替日
固定資産税 ( 第１期）口座振替日
百太郎溝土地改良区費（前期）口座振替日

保 健 環 境 課
福 祉 課
福 祉 課
建 設 課
上 下 水 道 課
税 務 課
税 務 課

26 水
27 木
28 金 こころの健康相談：免田保健センター（10:00 ～ 15:00　予約制） 保 健 環 境 課
29 土
30 日 免田小運動会 教 育 課

31 月

保育料（５月分）納期限
介護保険料（５月分）納期限
町営住宅使用料（５月分）納期限
上下水道使用料（５月分）納期限
固定資産税 ( 第１期）納期限
百太郎溝土地改良区費（前期）納期限

福 祉 課
福 祉 課
建 設 課
上 下 水 道 課
税 務 課
税 務 課

※行事等は、変更になる場合があります。
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あとのまつり　編集後記あとのまつり　編集後記あとのまつり　編集後記

あさぎり町の人口（４月１日現在）
総数：17,212（－119）人／世帯数：5,763（ー7）戸／男：8,128（－50）人／女：9,084（－69）人

　春は別れと、出会いの季節。今年も職場を卒業す
る先輩方を涙ながらに見送って、翌日には、フレッ
シュな新人職員を迎えました。新人職員の挨拶
を聞きながら、わが子と年齢の変わらないせいも
あってか、初めて社会に出る期待、緊張、不安な気
持ちを察すると熱いものがこみ上げてきました。
　学生時代と違い、これからさまざまなことがあ
ると思いますが、神様は、その人が乗り越えられる
壁だけを与えてくれるといいます。嬉しいこと、楽
しいこともたくさんあります。出会いを大切に、笑
顔でがんばりましょう＾０＾
　ニッポンの社会人1年生がんばれ～！　 （ヒー）

　私が広報担当になってから、早２年が経ちまし
た。突然ですが、私が編集長として作る広報あさぎ
りは、これで最後（一時休止？）となりました。この
２年間、いろんな方に支えられながら、なんとか毎
月欠かすことなく発行することができました。本
当にありがとうございました。まだまだ未熟者で
すが、次号からはスタッフとしてサポートしてい
きたいと思いますので、今後ともよろしくお願い
します！
　話は変わりますが、平成21年度にあさぎり町町
勢要覧を作成しました。現在、町民の皆様に配布す
るための準備をしています。いろんな方の笑顔が
溢れる冊子となっていますので、ぜひ目を通して
みてください。　　　　　　　　　　　  　  （真）

お問い合わせ先　あさぎり町　企画財政課　☎ 45-7211

　４月１日から、町の情報をメールで配信しています。登録は無料（通信料は別途必要）
ですので、ぜひご利用ください。

町の情報をメールで配信しています

登録までの流れについて
■携帯電話への配信を希望される方は、「info@town.asagiri.lg.jp」からのメールが受信できるよ
うに メールの設定を行ってください。

　　　⬇
■パソコンからは、あさぎり町ホームページのバナーをクリックします。
　　　　　　（URL http://mailmg.asagiri-town.net/）　　   　　 　➡

　携帯電話からは、右のQRコードを読み取ります。          ➡
　　　　　　（URL http://mailmg.asagiri-town.net/）

■ページ下の「登録受付」をクリックします。 
　　　⬇ 
■登録フォームに必要な情報を入力します。　
　　　　
　　　⬇
■入力が完了すると、「メール配信登録確認」のメールが送信さ
れてきます。 
　確認メール内に「本登録」を行うURLがありますのでクリッ
クし、本登録を行います。 
　　　⬇ 
■本登録が完了すると「メール配信登録完了」のメールが送信
されてきます。

　これで登録は完了です。

　　　




